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白

FormelleFirmenzeichen

マークは、名古屋の象徴名古屋城天守閣の金の鮠と、 ドイツの歴史・伝統・文化の象徴で

もあり国章のイーグルを円に沿うように合わせることで交流を表現、色味は両国の国旗に

共通する強い朱色が印象に残ります。キャッチコピーは、どんな些細なことでも知る謙虚

さと積極さを。 「neugierig」は強い好奇心や根掘り葉掘り、などの意味があります。

このマークとキヤッチコピーは派遣生徒が考案したものです。

Neugierig知ることに貫欲であれ
－種1の肌界へ刑び込めI 未来のスペシャリスト～

Designby名古屋市立工芸高等学校デザイン科3年増田涼風

F melleUniformor

①FormelleFirmenzeichen

公式ロゴ

②FormelleUniform

公式ユニフォーム

③Bros[he

記念ピンバッチ

④Gedachtnisteller

記念プレート

：
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厩圓
ロゴマークをワンポイントにしたユニフォーム。

ユニフォームの色は白と黄色。

特に黄色は、 ドイツの街中でも特に目立ちました。

①yellow

希望とポジティブ

黄色は、光の印象の連想から来る希望や上昇志向、やる

気をもたらします。知性や好奇心、理解力を刺激し、知

的能力を助けます。不安や自信のさなを解消し、元気づ

けます。五感に働きかけ、ユーモアとユニークさも表現

します。

BroSChe&Gedachtnisteller
●● ●

● ●

②white

純粋無垢と憧れ

白色は真面目さと謙虚さを、また敬意と憧れのイメージ

を持ちます。混じりけのない潔白性は仕事に余分なもの

が入り込まない、ものづくりの考え方にも繋がります。
● 1邑

ピンバツジと記念プレートは公式ロゴをメインに制作しました。

訪問時の記念品として、コミュニケーションの橋渡しとなりました。
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今年度（平成28年度)、名古屋市教育委員

会は、 「名古屋市立高校生の海外派遣事業」と

して、名古屋市立工芸高校・工業高校の生徒

20名をドイツに派遣しました。この派遣は、

現地企業で実地研修及び産業施設の視察を行

い、グローバル社会の変化に主体的に対応で

きる専門的技術を持った人材を育成すること

を目的としています。

現在、両校で学ぶ生徒たちは、 これからの

日本のものづくりを担う、企業の第一線で活

躍する人材です。ものづくりの現場で、現物

に触れ、現象を観察しながら自ら問題を解決

し、創造性・探究心を発揮していく能力を身

につけるために日々努力しています。

派遣団の生徒たちは、フォルクスワーゲン

社、コマツ・ハノマーグ社の訓練生たちと訓

練を積み、ものづくり大国であるドイツの「も

のづくり精神」に触れ､大いに感化されました。

また同時に、日本の「ものづくり」の素晴ら

しさ・魅力について再認識し、今後の技術・

技能の向上に逼進していくと考えています。

工芸・工業の両校は、 「ものづくりはひとづ

くり」と考え、工業に誇りをもてる、将来の

優秀な技術者の育成に努めています。今後も、

ドイツでの研修成果を、社会の様々な場面で

還元し、工業教育の発展や地域の活性化等に

取り組んでまいります。

最後に、派遣事業を実現していただいた、

名古屋市教育委員会をはじめ関係者の皆様に

心より感謝申し上げます。

■
｢NADIOS」
WebSite石原正道 Masamichi lSHIHARA

名古屋市立工芸高等学校校長

Nagoya lndustriekiinsteXltereH6hereSchuleRektor〆



工業・工芸高校のものづくり

三

工業高校は､教育方針の柱である「独創］－「進

取」の精神により日本の工業技術の発展に打ち込

み､貢献できるよう実践的な教育を推進雁い【

霧鯉
高度な専門知識や技術を先駆的

本の産業の柱を支える人材を育て

や地域から厚い信頼を得ている。 ‐ ，

る「

瞑的に取t
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｢英知」と「夢」
日本の産業を支える技術者の育成と「ものづくり技術」で地域貢献

■

[基本デｰﾀ』
名古屋市立工業高等学校

■創立

1936年（昭和11年）

■所在地

名古屋市中川区

■設置学科

機械、電子機械、自動車、電気

情報技術、環境技術

■教育目標

独創・進取の精神を磨き、剛健独創・進取の精神を磨き、剛健 ・不僥の魂を鍛え、

行動できる資質や能力を育てる。

自ら考え、

実践教育に力を注ぎ、様々なものづくりを行っている

L'■■■■■■■■■■

｢挑戦」と「連携」
デュアルシステムによる世界基準の技術者育成と「まちのデザイン事務所」による地域貢献

医：駕戸
工芸高校は､教育方針

によって魅力ある様島
1 ．

高度な技術・技能を習得させる工芸版デュアル

qシステムの導入、技能五輪全国大会への出場、日

K戦 と

頃の学習成果を地域・行政へ鷺

各分野でめざましい成果を上げげ

二

ている。

■

[基本デｰﾀ』－タ
名古屋市立工芸高等学校

■創立

1917年（大正6年）

■所在地

名古屋市東区

■設置学科

都市システム、建築システム、インテリア

デザイン、グラフィックアーツ、電子機械、

■教育目標

自分の道を、自分で考え、 自分で選択し、 I

生徒を育てる

自

情報

分で歩んでいく

デザイン教育にも力を入れ、様々な創作活動を行っている
■



名古屋市立工業高等学校 TechnischeHOhereSchule
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『英知」で多様な視点から社会貢献
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UnitedNaMons

Educational ,Scientiflcand

CulturalOrganizaUon

愛知県の工業高校で初のユネスコスクールに認定さ

れ、 「思いやりテクノロジー」の理念を継承し､ESD｢持

続可能な開発のための教育」に取り組んでいます。その

実践として、教科・科目に反映させた防災教育を行うな

ど、東日本大震災に学び、復興に向けて全校の「英知」

を結集しています。

また、地元企業や地域と連携して、ものづくり技術を

いかし、地域の活性化とボランティア活動で貢献してい

ます。
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熊本地震緊急募金活動 ユネスコスクール認定校

区民こども村ボランティア参加なかがわものづくりフェア

’ ’｢夢」挑戦と工業版デュアルシステム

工業高校は、二宮忠八の「王唄型飛行器」である人類

初の有人飛行の「夢」を受け継ぎ、有人飛行に挑戦し続

けています。さらに航空宇宙産業で活躍する人材育成に

も力を注いでいます。
有人飛行機

また、デュアルシステムでは、地元

企業で1年間を通じて、高い技術・技

能の習得をめざし、企業人としての自

覚と心構えを身に付けさせています。

工業高校生の若い力が地元企業の活性

化にも役立っています。
デュアルシステムの様子有人飛行機離陸

有人飛行機

〃 名古屋市立工芸高等学校 |ndustriekUnsteAltereH6hereSchule

大会での活躍は、工芸版デュアルシステム、産学官連

携による技術指導の成果のひとつであり、工芸高校とし

ての技術・技能の向上に寄与しています。

工芸高校は技能五輪全国大会の常連であり、建築シス

テム科では「建築大工職種」 「左官職種」 「木型職種｣、

情報科では「ウェブデザイン職種」 「ビ

ジネス業務用ITソフトウエア･ソリュー

ション職種」に出場しています。歴代

の出場生徒たちは優勝、国際大会出場

などの輝かしい実績を残しています。
鍵、 1

Lゞ同iL－b可 一

第54回技能五輪全国大会（平成28年度）の様子

技能五輪の様子

I

産学官との「連携」と地域への貢献

自治体･企業･大学･地域と連携・コラボレーションし、

特色ある取組を行っています。特に生徒がデザイナー・

プランナーになり、外部からの依頼を受け、提案や解決

プランを提示していく「まちのデザイン事務所」プロジェ

クトは、高校生による地域活性化や地域貢献を実現して

います。

これらの取組はアクティブラーニングの手法を採り入

れることにより、創造力、思考力や課題解決能力が飛躍

的に伸びています。

－

大曽根本通商店街活性化事業

旦
画
ｐ
霊
里
舜
朏

なごやかまつり・ひがしポスター制作動物愛護ｾﾝﾀｰ壁画制作



画派i鬘同一言
名古屋市立工芸高等学校 |ndustriekUnsteAItereH6hereSchule
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榊原規一 SAKAKlBARA
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藤井舂香 伊藤遼HarukaFUJ| | Ryou lTO

都市システム科2年 電子機械科2年 建築システム科3年

Masahiro

榊原匡泰 SAKAK旧ARA

■ 三一 1

増田涼風RyoukaMASUDA 牧弥生 YayoiMAKI

建築システム科3年 デザイン科3年 グラフィックアーツ科3年

亀山倫太郎KA撒剛

引率

荒田太雅 TaigaARATn
電子機械科3年 電子機械科3年

一 へ －

寺島敬吾Kei9oTERASHIMA

露
ｌ
ミ
ニ
〃
一
一
一

〈
》
Ｌ

赤木友李夏YurikaAKAG| 石原正道
電子機械科3年 情報科3年 名古屋市寸工芸高等学校



名古屋市立工業高等学校 TechnischeH6hereSchule
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名古屋市教育委員会 環境技術科3年情報技術科3年



4｜ ドイツ派遣事業の概要

（ 1 ） 研修実施場所

③ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ

②ﾙﾌﾄﾊﾝザｱヴｨｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

⑧ベルリン

④ﾊﾉｰﾌｧｰ

⑨コマツ･ﾊﾉﾏｰグ社

⑥ｳｫﾙﾌｽブﾙｸ

⑧ﾌｫﾙｸｽﾜｰゲﾝ社職業訓練所

⑧ｳｵﾙﾌｽブﾙｸ市役所

⑨NeueSchuleWoIfSburg学校

⑲BBS2WoIfsburg職業訓練校

⑬AutoStadt

⑬ﾌｫﾙｸｽﾜｰゲﾝｱﾘｰﾅ

1 a

lfsburg
，

母

両
一

L ノ

（2） 海外派遣プログラム

●派遣期間
中部国際空港より出発

・ ルフトハンザドイツ航空 ’ 2016年8月18日（木）－28日（日）8／18
（木）

8／23
（火）

ドイツ／フランクフルト空港到着

フランクフルト市内観光

フォルクスワーケン社職業訓練所

ヴォルフスブルク市役所・市長表敬訪問

8／19 8／24
（水）

NeueSchuleWoIfsburg学校訪問

AutoStadt訪問

ルフトハンザアヴィエーションセンター研修

ベルリン日本大使館訪問(金）

8／20
（土）

8／25
（木）

ベルリン研修

ベルリンの壁／ザクセンハウゼン強制収容所／議事堂

BBS2WoIfsburg職業訓練校

フォルクスワーゲンアリーナ視察

ベルリン研修

ドイツ技術博物館／バウハウス資料館

ハノーファーヘ移動

8／26
（金）

8／21
（日）

フォルクスワーケン社職業訓練所研修

ヴォルフスブルク出発

： ドイツ高速鉄道|CE

フランクフルト空港出発

8／27
（土）

8／22
（月）

コマツ・ハノマーグ社で研修

ヴォルフスブルクヘ移動

今回のドイツ訪問は
8／28
（日）

世界中のワーケン社の広報新聞や、 地元の新間に

記事が掲載されました。

08



（3） 事前・事後プログラム

事前プログラム

③ 事前研修

第1回5月14日 （士）工業高校 ､ﾏ竜悪一一▽ － －－1■■■■

第2回6月 4日 （土）工業高校

第3回6月11日 （土）工業高校

第4回7月16日 （±）工業高校

電主第5回7月29日 （金）工芸高校

（ドイツ総領事館） ドイツの基礎知識（ドイツ総領事館より）

第6回8月 1日 （月） トヨタ自動車

⑤ ひ＝砺○1A ‐

一

元町工塀へようこそ 侍，第7回8月 3日 （水）フオルクスワーケン

グループジャパン

第8回8月10日 （水）工芸高校

（ルフトハンザ

ドイツ航空中部支店）

第9回8月17日 （水）工業高校

トヨタ自動車

③ドイツ語 研修

穂…,

鍔

第 1回 5月30日 （月）

第2回 6月 6日 （月）

第3回 6月13日 （月）

第4回 7月 2日 （土）

第5回 7月 4日 （月）

第6回 7月11日 （月）

第7回 7月19日 （火）

第8回 7月28日 （木）

第9回 7月30日 （土）

第10回 8月 2日 （火）

第1 1回 8月 2日 （火）

第12回 8月 8日 （月）

橋本悦子先生

＝－

ディルク・ヘルター先生

09



告会③合同説明会・表敬訪問・報

5月27日 （金） 市立高校海外派遣

合同説明会

（教育館講堂）

7月09日 （土）合同出発式

（教育館講堂）

7月20日 （水） 市長表敬訪問

（市役所正庁）

市教育長表敬訪問

■

7月20日 （水） 市教育長表敬訪問

（市役所正庁） a

9月 6日 （火） 帰国報告会

（市役所正庁）

＝

壹茎

－一

一
一9月23日 （金）市長への報告

（市役所本庁舎第1会議室） 市長表敬訪問

1月10日 （火）海外派遣成果報告会

（工芸高校・工業高校）

1月20日 （金） 海外派遣成果報告会

（名古屋日独協会）

3月 3日 （金） 海外派遣成果報告会

（中部経済連合会） 帰国報告会

事後プログラム

②事後研修

8月30日 （火） 工業高校

8月31日 （水）工業高校

12月23日 （金）工芸高校

1月 9日 （月） 工芸高校

1月14日 （土） 工芸高校

10



報名 古 屋市
生
ロ② 長 に

毒
9月23日 （金）市役所にて

名古屋市長河村たかし氏に

研修の成果を報告しました。

報告会の様子は中京テレビの

ニュースで放送されました。
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2016年9月27日中日新間朝刊16面に

研修の内容などが掲載されました。

ヴォルフスブルク地方の新間とVW社内新間に

名古屋市の工業高校生の訪問と

研修の様子が掲載されました。

※この記事・写真は中日新聞社の許諾を得て掲載しています。

2016年9月27日中日新聞朝刊16面
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届けます、 ドイツの話

｢現地研修報告」
視察・研修やドイツについて派遣団の生徒たちが伝えます

ルフトハンザドイツアヴイエーシヨンセフター視察#01ルフトハンザドイツアヴイエーシヨンセ

内木朝子

#02ベルリン視察

荒田太雅

#03日本大使館大使公邸訪問

久保田信永

#04 ドイツ技術博物館視察

寺島敬吾

#05バウ八ウス資料館視察

牧弥生

#06コマツ・八ノマーグ社での研修

冨山恵吾

#07 フオルクスワーケコ職業訓練所での研修

祖父江学人

#08 BB2Wolfsburg職業訓練校での研修

岩城諒汰郎

#09 NeueSchuleWolfsburgでの研修

榊原規一

#10AutoStadtでの研修

古川達也

#1ユ市役所訪問

寺島敬吾

#12ユースホステルでの生活

服部翔真

#ﾕ3 ドイツの家庭に入って

服部真季

#ﾕ4高速鉄道ICE277を利用して

山田智大

#ﾕ5 ドイツの産業について

安藤翔太

#16 ドイツのデザイン事情

増田涼風

#ﾕ7 ドイツの教育事情について

亀山倫太郎

#18 Fイツの環境について

赤木友李夏

#19 ドイツの衣食住

伊藤遼

#20 ドイツの建築事情

榊原匡泰

#2ユ ドイツの街

藤井春香
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#01ルフト八ンザドイツ

アヴイエーションセンター視察

内木朝子一

識Asako UCHIKI

3蕪薊舞蒲議鴬

私たちはルフトハンザアヴィエーションセンター

(ルフトハンザドイツ航空）で､主にアヴィエーショ

ンセンター内とルフトハンザが所有する飛行機の中

を見学させていただきました。

ルフトハンザアヴィエーションセンターは、周囲

に庭､建物内にも庭があります｡この庭は｢世界の庭」

と呼ばれ、色々な趣向を凝らした各国の庭を忠実に

再現しています。建物の外観はガラス張りの構造に

なっており、人が建物内のどこにいても光が入る設

計になっています。しかし、 この光は直射日光が入

らないよう、太陽の光が適度に建物内に入る工夫さ

れたガラスになっています。また、光がどこからで

も入るので､照明代がほとんどかからないそうです。

他にも、 自動で換気する仕組みのため、センター内

の室内が暑くなることはなく、涼しく快適に過ごす

ことができるそうです。人工の冷暖房を基本使用し

ないため、二酸化炭素の排出量もかなり低いそうで

す。

今回見学させていただいた飛行機は、サッカー

ワールドカップのブラジル大会で勝利したドイツ選

手を迎えに行った飛行機でした。この飛行機はドイ

ツのサッカーファンからとても大事にされているそ

うです。

ジェットエンジンには騒音防止のために特殊装置

がほどこされ、普通のエンジンと違った構造になっ

ています。エンジンに、騒音防止の特殊装置がある

飛行機はこの飛行機だけです。この特殊装置を使用

してから、飛行機の出す騒音を30％減少すること

に成功したそうです。タイヤはとても大きく、溝に

特色があり、何度も利用できるエコタイヤを使用し

ています。

飛行機内では客席の他に、コックピット、キャビ

ンアテンダントの仮眠室など、普通では入ることの

できないところも見学しました。客席はファースト

クラス、ビジネスクラス、エコノミークラスに分け

られ、エコノミークラスはプレミアムエコノミーに

分かれます。

今回、ルフトハンザアヴィエーションセンターを

視察して、私がどれだけ飛行機の知識がなかったの

かわかりました。飛行機の座席にもランクがあるこ

と、飛行機に施される工夫の数々など私の知らない

ことばかりでした。

■
■

4
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ザク溺繼馬錨： ペﾙﾘﾝ市内視察磐吾

鱸灘
#O2ベルリン視察

L報告者」
荒田太雅

TaigaARATA

名古屋市立工芸高等学校

IndustriekunsteA1tereHohereSchule必丞

この場所を訪れ、同じ人間が、 ここまで感情を失

くして人を傷つける事ができるのかとその事実に圧

倒されました。ここを訪れて、 しっかりと歴史を認

識し、負の歴史に対して人々がどう捉えているのか

を、もう一度考えていく必要があると考えました。

私にとってこの視察は生涯忘れることができない、

とても貴重なものとなりました。

■ベルリンの壁

思っていた壁とは大きく違う印象を受けました。

実際にこの目で見るまでは亡命者を絶対に逃さない

要塞だと思っていました。しかし、意外にも壁は薄

く、高さも3m程度でした。私たちが見学した壁は

議会議事堂の前に建っており、分断の象徴でもあっ

たそうです。

その証拠に壁を隔てた東ベルリン側の建物には弾

痕がありました。現在は壁のほとんどが撤去され－

部が建っているだけでした。崩壊するまで東西で多

くの犠牲者をだした壁が、今では多くの人の憩いの

場になっていると感じました。短い見学でしたが、

現地で見聞きした情報はインターネットや書籍だけ

では絶対に得られないものでした。

ベルリンでは多くの施設を視察しました。日本と

は大きく違った建築様式や、町並み、緑の多さに圧

倒されました。言葉では表現できないものを見聞き

し、体を通して体感しました。知らない世界へ飛び

込んでいくことが、 こんなに素晴らしいものだと思

いませんでした。

■ザクセンハウゼン強制収容所跡

ベルリンの北部にあるこの収容所はナチス・ドイ

ツが建設したもので、非常に重く苦しい雰囲気が立

ち込めていました。最初の入口の門には、 「ARBEIT

MACHTFREI -働けば自由になれる－」という言

葉が書かれており、暗に強制労働を示唆しているの

が伝わりました。

施設内へ足を運ぶと、バラックが取り壊された後

の広大な平地が目の前に現れました。最初に見学し

たバラック38は、狭い部屋に共同の便所や風呂、

多くのベッドが設置されており、収容されていた

人々が如何に人権を無視した形で生活をさせられて

いたかが理解できました。

独房は政治犯や収容者の中でも統率力のある人々

が収容され、ひどい拷問を受けて亡くなった人もい

たそうです。建物周辺には拷問に使われた道具類も

設置されており、人間の恐ろしさを痛感しました。

また、銃殺壕、焼却場のあるエリアでは、実際に

その場に立った時には多くの哀しみが体を突き抜け

ていくようでした。亡くなった人々の思いがそのエ

リアー体に立ち込めているようにも感じました。

15
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大鳥誌蒲錨

蕊
唖 ＝

＃03日本大使館

大使公邸訪問

久保田信永且報告者」
Nobunaga KUBOTA

名古屋市立工業高等学校

"| Techni&ch@ H6he｢o Schul‘

大使館とは、国交のある外国に自国の特命全権大

使を駐在させて、公務を執行する役所のことです。

特命全権大使とは、一般的に大使と呼ばれる人のこ

とです。我々派遣団はドイツの大使館で、八木毅特

命全権大使と懇談する機会を与えていただき、非常

に充実した時間を過ごすことができました。

私は、事前にいくつか質問を考えていました。中

でも私が最も聞きたかった「海外で活躍するために

はどうしたらよいか」という質問に対して、大使か

らは「英語をはじめとした外国語を身につける必要

がある」 「いきなり大きなことを考えるのではなく、

地道に進めていくことが大切」というアドバイスを

いただきました。

私はただ外国語に興味があるということだけで、

具体的な目標を定めていませんでした。しかし、大

使の話を聞き、今後はもっと現実的で具体的な目標

を定め、地道に進んでいくべきだと気づきました。

そして、大使は私たち若者に臨んでいることで、

次のようにもおっしゃっていました。ひとつは、「目

の前で起きていることに興味を持ち、自らの知識を

より豊かにしようと努力すること｣、もう一つは､「こ

れからの社会で重宝されるであろう、英語力のある

人材になるために、進んで学ぶこと」

私は、しっかりと外国語、特に英語力を習得する

ために、もっと世界に目を向けること。そして､様々

な角度から情報を収集し、何事も吸収できる柔軟な

姿勢を忘れないようにしたいと考えました。

今回の海外派遣で、大使とお会いすることが出来

て本当に良かったと思います。なぜなら、海外で活

躍する日本人の姿を目の当たりにできたからです。

自分の意見を言うことの難しさや大切さを学べたこ

と、 これから自分が何を頑張れば良いのか明確に

なったからです。

大使からいただいた数多くのアドバイスはどれも

心に響くものでした。特に、 「目の前で起きること

に興味を持つ」というアドバイスは、簡単なようで

とても難しいことであり、決して忘れてはいけない

と強く感じました。私は一人の人間としてもっと成

長して、再び大使にお会いできる日を夢見て、今後

の学業に励んでいきます。

’
一

＝
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#O4ドイツ技術

博物館視察

寺島敬吾 L報告者」
Keigo TERASHIMA

名古屋市立工芸高等学校

lndustriekunsteA1tereHohere Schule鋤

ように、そして繰り返さないようにしているのかよ

く分かりました。

三つめは日本との展示物や展示方法の違いについ

てです。日本の博物館は特定の工業製品を展示する

場合が多いのですが、 この技術博物館は、最も有名

である鉄道や飛行機船、カメラ、宇宙、科学、エ

ンジン、コンピュータなど、メーカーなどにこだわ

らずに幅広い製品が展示してありました。

この博物館では、実際に私たちが体験できるもの

がたくさんありました。例えば、飛行機が飛ぶ原理

を装置の中にあるミニチュアの翼と風を用い説明し

てくれたり、飛行機のシミュレータであったり、よ

り展示物や専門分野のモノについて、興味を持って

もらい、理解を深めてもらうための工夫が各所に施

されていました｡特に私が関心を持った体験装置は、

昔のカメラの体験です。それは、光を対象にあてて

光の反射を利用するというシンプルなものでした。

私は事前に技術博物館の概要、歴史や展示物につ

いて調べていたので、 目的をもってしっかりと見学

することができました。

このような大規模な博物館は、日本にはありませ

ん。将来技術者を目指している私たちにとって非常

に有意義な体験でした。もう一度、
ｲﾂ技術博物館視察錨÷

ドイツ技術博物館はベルリンにあり、自動車、鉄

道、飛行機やカメラなどの歴史的に貴重なコレク

ションが展示してある施設です。ものづくりに携わ

る工業高校生にとって、様々なことを学習できる場

所でした。私は、特に次の3点についてしっかりと

学ぶことができました。

一つ目は技術の発展についてです。現在は、カメ

ラはボタン－つで､正確に撮影することができます。

列車は電気で走るのが現在では常識です。しかし、

昔は、カメラは光の反射を利用し撮るのではなく写

す、列車は電気ではなく蒸気でした。そこから現代

に至るまでの技術発展の歴史をしっかりと知ること

ができました。

二つ目は戦争についてです。博物館には、戦争に

使われた戦闘機や爆撃機、パイロットの装備などが

所狭しと展示してありました。中でも戦時中に落と

された戦闘機の展示は、戦争がいかに激しく悲惨な

ものであったかを私たちに教えてくれました。また、

ナチスドイツ時代の負の遺産である、ユダヤ人を強

制収容所や絶滅収容所に運んだ列車も展示してあ

り、 ドイツという国がいかに悲惨な歴史を忘れない

／5
〆

ドイツを訪れることがあれば必ず

訪問したい施設です。

灘
17
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#05バウ八ウス

資料館視察

牧弥生－
Yayoi MAKI

名古屋市立工芸高等学校

IndustTiekunsteAltereHohereSchule③

バウハウスは1919年に設立され、近代の芸術に

大きく影響を与えた学校で、資料館には、当時の作

品が展示されていました。しかし展示品は100年前

のデザインとは思えず、現在でも通用するようなデ

ザインで、洗練されたものばかりでした。

なぜバウハウスのデザインは現在でも通用するの

か、疑問に思いました。博物館のガイドさんから、

バウハウスの教育理念やものづくりの方法を聞いて、

理由がよくわかりました。

デザインについて深く考えていた当時の教師や生

徒は、デザインの分野が現在より批判的であったに

もかかわらず、新たな考えにオープンな姿勢で学ん

でいたようです。また、教師陣は抽象絵画のパウル・

クレー、近代建築の巨匠ミース･ファン･デル･ローエ、

グラフィックやプロダクト、アートに関する著名な

人物ばかりで、ジャンルを問わずお互い切蹉琢磨し

ながら近代化へと突き進むという芸術運動を進めて

いました。

バウハウスはドイツ語で建築の「家」の意味です。

デッサウのバウハウス校舎の特徴は建物全体が非対

称だということです。建物はアトリエ棟､技術訓練棟、

管理棟、共有棟、学生寮と別れていますが、それぞ

れにコンセプトがあり、それぞれが別の形状をして

います。上から見なければこの建物の意図が伝わら

なかったため、説明時には術撒図が用いられました。

グロピウスの「全ての芸術は建築へと統合される」

という提唱にぴったりな建築だと感じました。バウ

ハウスは風土や民族を超えた近代モダンデザインの

基礎となった場所です。当時は民主主義的考えで､｢全

てが平等であるべき」 「皆の平等なデザインを使う」

という考えのもと、できるだけ安価で無駄を省き、

材料や部品の削減、大量生産できるものをつくって

いました。しかし装飾はなくても、抽象的で美しい

デザインを求めていました。

ランプもカバーやスイッチ等、必要最低限の五つ

の要素からできており、装飾はありませんでした。

しかし、シンプルで丸い形に安心感があり、素敵な

デザインになっていました。椅子も、当時はアール・

ヌーヴオー様式など木製で装飾のあるものが多かっ

たが、バウハウスではスチールパイプをフレームに

使った新しい試みをしました。バウハウスにあるも

ののデザインがまったく古びていないのは、機能性

と操作性、形の美しさなど、全て考えてつくられて

いるからだということを深く感じました。

私たちも、将来のものづくりを担う工業高校生と

して、バウハウスのもつ考えを見習っていき、今後

の技術・技能の習得に生かしていきます。

、、轆爾
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＃06コマツ・八ノマーグ社

での研修

冨山 恵吾 I報告者」
Keigo TOMIYAMA

名古屋市立工業高等学校

Technische H6here Schu］e盆

者である私たちに、将来の指針を示してくれました。

私は､常に自分の考えを持ち､経験を積むことによっ

て、少しでも伴副社長に近づくことができるのでは

ないかと考えました。

また、サイモン・シネックの「優れたリーダーは

どう行動を促すのか」のプレゼンを参考に、ゴール

デンサイクル(why、how、what)の説明も受けま

した。 「人は「何を(what)」ではなく『なぜ(why)」

に動かされる。まず、whyから始めよう」

優れたリーダーは、why→how→whatの順で考えを

伝えます。Why(なぜ）の大切さを再確認すること

ができました。

最後に、私たちに求めるものとして、 「今から社

会の動きを見ること、その動きを見ることで社会へ

の知見が広まる」 「海外で活躍するには、まず言語

力が大切､そして何より積極性が大事」とおっしゃっ

ていました。伴副社長の思いに応えられるようにこ

れから高い意識を持ち、日々の生活を過ごしていき、

重要な場面に直面した時は、教えていただいた考え

方を思い出し生かしていきます。

コマツ・ハノマーグ社での訓練生との実習は、私

たちの今後の学習活動に大きな影響があったと思い

ます。訓練生の作業を視察した後に、一緒に実習を

することになりました。ボール盤での穴掘実習や、

板金を加工したダンプ模型の制作を中心とした実習

は非常に有意義なものでした。

非常に力強く、繊細に作業する訓練生の手は、ま

さに職人の手のように感じました。日頃の訓練の賜

物でしょう。私も手先が器用で自信がありましたが、

この作業では、私の方が学ぶべきものが多かったと

思います。今後は、何事も向上心を持ってものづく

りに取り組み、社会に出てからも日本の技術者のみ

ならず海外の技術者にも、負けないように頑張りま

す。

訓練生との実習の他に､私たちが感動したことは、

副社長の伴大輔さんとの懇談会でした。

伴副社長は、企業を変えていくことに「大きな企

業では何か動かすのは難しい、 しかし、知見と行動

力を持って､PDCAを少しずつ回すことで大きな

ものが生まれる」 「変化することにアジヤストして

いく」 「失敗を恐れない」等、まだまだ未熟な技術

蕊雷
》
’

ロ

郷 ｺﾏﾂﾞﾊﾉﾏﾏ鵠俸鉛

璽
QRコードから

現地での研修の様子が

映像で見ることができます。灘らり
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灘
#07フオルクスワーゲン

職業訓練所での研修

‘~P
一

一
一

』
一
客
？
’

職業訓練所は、私の学校の実習室と

はスケールが違っていました。例えば、

小型の工作機械は各個人に、プレス機

等の大型機械はグループに一台割り当

てられており、非常に充実した実習が

可能でした。また、訓練生に割り当て

られた課題も非常に難しいものでした。

例えば、同形のプラスチックと金属の

材質を判別する機械や、ボディーとエ

ンジン部分が合体する生産工程をモデ

ルとした機械を製作するというもので

す。 5人で担当し、 3か月で完成させ

るそうです。訓練生たちの「製作する

のは大変だが、仲間と協力して製作し

たという喜びの方が大きい。やって良

かったという気持ちの方が大きい」と

いう言葉が非常に印象に残りました。

訓練生たちは、行動や発言もしっかり

としているので、非常に大人っぽく見

えました。私自身、見習わなければな

らないと痛感しました。

訓練所内はディスカッションする広

いスペースが設けられており、訓練生

と教員が議論している授業を見学する

ことができました。このスペースは距

離感がなく、質問や意見が出しやすい

雰囲気になります。日本では、 このよ

うな場所では、生徒が畏まってしまい、

なかなか議論できないのが実情だと思

いますが、訓練所では、訓|練生が積極

的に議論に参加していました。 ドイツ

では、 「発言しないとその場にいないの

と同じ」ということを、事前研修で伺っ

ていたので、その意味がよくわかりま

した。日本では議論になると消極的に

なってしまいますが、自分の意見、感

じたことをすぐに発言することの大切

さを小さい頃から学んでおくことが大

切だと感じました。

訓練所では、得た知識をすぐに実践

に移して体で覚えることを心がけてお

り、理論と実習が同時に実施できる効

率のよい方法がとられています。私の

学校の授業でも同様の授業展開をして

おり、通ずるものがあると感じました。

私が一番気になったのは、訓練生が

やる気に満ち溢れていたことです。そ

れは、 ドイツの経済は一人ひとりの技

術力で成り立っていることを学校全体

で考え、高度な技術力の習得に力を入

れているからです。自分たちの技術が

国を支えているという自覚、そのため

に熱心に勉強し技術力を向上しなけれ

ばならないという姿に、私たち技術者

として大いに見習わなければならない

とこだと痛感しました。

ドイツの訓練生は自分の技術に誇り

を持ち、私たちの想像以上の熱意をもっ

て勉学に励んでいます。訓練生の姿を

見て私は感化され、技術を学ぶことの

楽しさを今まで以上に感じました。

●．

~
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祖父江学人
Gakuto SOBUE
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名古屋市立工業高等学校

Technische H6here Schule

報告者
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#08BBS2WoIfsburg
職業ﾖ||練校での研修

実際に生徒たちが研究しているシステ

ムを体験させてもらいました。スマート

ホンで機械を制御して製品を作り上げて

いくもので、スマートホンの操作で無人

で管理できます。このシステムは13人

の生徒が、 5か月間ほどで完成させたそ

うです。

ドイツの教育制度は、国として教育制

度が統一されておらず、 16の州でそれ

BBS2は、 「教育によってチャンス

を掴む」を教育理念として、現在3400

名ほどの生徒が在籍しています。

学校のカリキュラムは、大学進学を目

的としたコース（ギムナジウム)、技術

者を養成するコースなどがあります。ま

た、 5日間学校に通う全部的登校と1日

～2日学校に通う部分的登校というシス

テムになっています。

広い土地に歴史のある校舎から近代的

な校舎まで、多くの校舎が配置されてい

ます。また、 2kmほど離れた別の敷地

には、基礎力を身に付けていない生徒の

ために基礎学習を行う校舎があります。

そこで、 しっかりと基礎力を身に付けた

生徒は本校舎に戻ることができるそうで

す。

BBS2は先進的な教育を行ってお

り、ヨーロッパにおける環境学校と言わ

れるほど、エネルギー問題や環境汚染問

題に取り組んでいます。また、 ドイツで

進められている「インダストリー4.0」

のコンセプトである「スマートファクト

リー」 （考える工場) JPIoTにも積極

的に取り組んでいることに驚きました。

ぞれ制度を決めていています。現在は、学校独自で決めることもでき

るようで、どのように計画し実行し評価するかは学校に任されるよう

になりました。

また、 ドイツの特徴であるデュアルシステムという教育システムは、

BBS2でも実施されています。職業教育を希望した生徒がlクラス

22人から25人程度で構成され、企業で職業訓練するそうです。私も

現在、本校でデュアルシステムのコースを取って、週に1日、企業で

研修しており、非常に充実した実習をしています。将来、企業の最前

線で働こうとする私にとって非常に有意義なシステムだと思います。

日本でも、国としてデュアルシステムを推進していくためにも、企業

に理解をしてもらい、産学官連携した取組が必要だと考えています。

BBS2では私たちと同年代の生徒たちが、最先端のものづくりに

取り組み、実際に形にしていました。グループでディスカッションを

繰り返して、試行錯誤を重ねながら製品をつくり上げていく姿勢は私

たちも見習わなければならないと思いました。

常に考える姿勢を大切にして、自ら課題を設定し、解決していく力

を付けていくように日頃の生活を見直し

たいと思います。
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名古屋市立工業高等学校

rechnische H6here Schule
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NeueSchuie研修f・

#O9NeueSchule

Wolfsbur臣で（rgでの灘 研修
,I

蕊
私は以前からNeueSchuleWolfSburg

に大きな関心や興味をもっていました。

事前に調査研究をしましたが、実際に学

校を訪問し多くの発見がありました。

まず、NeueSchuleの校長先生から、

学校生活、教育課程、学校行事などの概

要を教えていただきました。

入学資格と入学方法については驚くこ

とがたくさんありました。まず入学資格

は、年齢のみで貧富の差や能力の差は関

係ないということです。そのため、学校

の中には様々な個性を持った生徒たちが

いるようです。また、毎年、入学希望者

が多く、倍率は2．0倍以上だそうです。

入学の合否は、学力テストではなく 「く

じ」で決めることに少し驚きました。

校舎にも、非常に工夫が凝らしてあり

ました。実習を行う部屋は床を木造にす

るなど、一見してどのような実習を行う

部屋か分かるようになっていました。窓

の配置にも工夫がしてあり、隣の部屋を

見えるようにしておくことで、授業中に

騒いだりすることを防いでいました。ま

た、自然光をうまく取り入れたり、廊下

をリラックスできるように木造にして

あったり、生徒の学習環境は非常によ

かったと感じました。

今回のNeueSchuleWolfSburg訪問の

主目的である授業参加は私たちにとっ

て、非常に有意義なものでした。

午前は、数学と芸術の授業に参加しま

した。数学はグループディスカッション

で問題を解答していく方式でした。解答

を導いていくというプロセスを大切にし

ていると感じました。芸術の授業はギリ

シアについて話し合いながら進めていく

ものでした。このような授業は、必ず発

言が必要になってきます。 ドイツでは発

言しない人を「壁の花」と言うそうです。

我々も、 「壁の花」にならないように、

英語とドイツ語を使いながら必死に授業

に参加しました。

午後は、工芸高校は部品の組み立て実

習、工業高校は6歳の生徒たちにノギス

の模型作成の指導をしました。部品の組

み立て実習においては、決められた部品

をどのように組み立てていくか、グルー

プで話し合いながら進めていきました。

ノギス制作実習は、 ドイツ語でコミュニ

ケーションをとりながら進め、 6歳の生

徒達も非常に喜んでくれました。

NeueSchuleWolfSburgでは、多くの

生徒と交流を深めることができました。

日本でのドイツ語研修の成果で、 ドイツ

語で話しかけられても、少しは理解する

ことができ、多くの生徒たちとコミュニ

ケーションをとることが出来ました。 ド

イツの生徒たちはとても積極的で、コ

ミュニケーションにおいても圧倒されま

した。私たちにとって、NeueSchule

WolfSburgでの実習は、本当に有意義な

体験となりました。一 一 年

事

黙lro
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lndustriekunsteAltereHohere Schule
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#lOAutoStadtでの研修

アウトシュタットはフオルクスワーゲン本社工場に隣接し、フオルクスワーゲン

車の購入者や工場見学者に楽しんでもらうための「クルマのテーマパーク」です。

2000年6月1日に開催されたドイツ万博にあわせて開業した施設です。また、 こ

こは、フォルクスワーゲンディーラーでの購入者の受け渡し場所でもあります。ザ・

リッツ・カールトンホテルなど宿泊施設も隣接した日本にはない、大規模なクルマ

のテーマパークです。

短時間の視察でしたが、パーク内を走り回り主要なパビリオンを全て見学しまし

た。特に印象に残ったパビリオンを3つ紹介します。

■一台の車を最も美しく見せるパビリオン

ブガッティ・ヴェイロンは、最高速度415km/hで走行ができる自動車です。ガ

ラスを除きボディと細部に至るすべてのパーツがクロームメッキ塗装になっていま

す。すべての展示品、床や壁はこの自動車を美しく見せるために設計されており、

無駄なものを置かずこの一台を飾るためだけの施設になっています。

■野獣の艦のパビリオン

外観が真黒な四角い建物になっており、 「椿」のような建築です。内部には「ラ

ンボルギーニ・アヴェンタドール」が展示されており、建物の外壁に張り付いた状

態で展示されていました。

定刻にプロモーションビデオが流れ、サウンドと煙の演出があります。外側に張

り付いていたランボルギーニが壁とともに回転しながらパビリオン内に現れ、煙と

ライトアップの演出とともに轟音を繰り広げるイベントがありました。この演出に

は、 とても興奮しました。

■クルマの塔

ここは、納車をするための施設です。この施設は全面ガラス張りの50mほどの

塔になっており、内部には納車前のフオルクスワーゲン車が並んでいます。中心に

は、カーエレベーターといわれるクルマを運ぶためのエレベータがあります。オー

ナーが来館するとエレベーターで購入した自動車の側に行き、見学することができ

ます。現在、 2棟建っており、ユーザーが増えても対応できるよう、更に2棟建て

られる敷地があり、最大4棟建築できるようになっています。

アウトシュタットは短い視察時間

でしたが、それぞれの特色ある自動

車の魅力だけでなく、 ドイツの自動

車産業の素晴らしさを感じました。

フオルクスワーゲン社がその魅力を、

世界の人々に伝えようとしている姿

勢にも感心しました。世界に誇る自

動車メーカーの実力を見ることがで

きました。

古川達也

TatsuyaFURUKAWA
儲

名古屋市立工業高等学校

Techni sche H6her,e Schu］e
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#ll市役所訪問

ヴォルフスブルク市庁舎にモアース市長を表敬訪問しました。市庁舎の玄関に

は、 この街の名称の由来でもあるオオカミの模様があしらわれたシンボルマーク

が掲げられていました。非常に重厚感がありとても趣があるものでした。

ヴオルフスブルク市のフオルクスワーゲン社で充実した実習を体験することが

できたのも、独日協会会長のバローグークラウス輝子さんやモアース市長､ヴオル

フスブルク市関係者のご協力があったからです。

モアース市長は私たちをヴオルフスブルク市庁舎内に招待してくださり、大変

な歓迎を受けました。議場が懇談会の場所に設定されており、多くの関係者の参

加のもと、非常に厳粛な雰囲気の中で懇談が進められました。私たち派遣団の全

員が､非常に緊張していたことを覚えています｡市長からは｢名古屋との交流をもっ

と深めていきたい」と、大変うれしいお言葉をいただきました。また、バローグ

さんからは、今回の海外派遣のいきさつや私たち派遣団の思いをお話しいただき、

参加者に大きな感銘を与えました。

最後に、市庁舎のゲストブックに派遣団一人ひとり署名をさせていただき、私

たちの訪問をしっかりとヴオルフスブルク市に刻むことができました。

さらに普段入ることができない市庁舎の屋上へとお招きいただき､ヴオルフスブ

ルク市の街並みを一望することができました。屋上からの景色はとても壮観で、

高層建築物が少なく、屋根や壁の色が統一された伝統的な煉瓦造りの住宅群が建

ち並んでいる風景が眼下に広がっていました。その中で、ひと際存在感を放って

いる建築物が、 4本の煙突がシンボルであるフオルクスワーゲン本社工場でした。

街のシンボルであり、ヴオルフスブルク市民の誇りであると感じました。これから

私たちが、実習をする場所だと考えるとワクワクしてきました。

ヴオルフスブルク市は豊橋市と友好都市提携を結んでいます。市長は、今後、

名古屋とも関係を深めていきたいという気持ちをもっておられました。今回の私

たちの訪問が、お互いの国の技術発展や日独の絆を深める良い契機になると確信

しています。

E

寺島敬吾

KeigoTERASHIMA
燭市役所訪問堅さ

灘
名古屋市立工芸高等学校

IndustriekunsteAltereHohere Schule&
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＃12ユースホステルでの生活

ユースホステルとは、 ドイツ、プロイセンのシルマンが創設した、青少年少女の

旅に安全かつ安価な宿泊施設を提供しようという主旨ではじまった宿泊施設の世界

的なシステムです。

世界80カ国に約5,500施設（2005年時点）があり、約3分の2がヨーロッパ

にあるそうです。自然とのふれあい、国籍、人種、宗教などを越え、様々な国の相

互交流ができる機会を提供しています。

日本のユースホステルでは、利用者が守らなければならない「4つの誓い」が、

JYH(日本ユースホステル協会）によって以下のように定められています。

①私たちは、簡素な旅行により、未知の世界を訪ね見聞を広めよう。

②私たちは、規律を守り、良い習慣を身につけよう。

③私たちは、共に助け合い、祖国の繁栄に努めよう。

④私たちは、国際人としての教養を高め、明るい社会を建設しよう。
砂砂砂

盗芝､､』一塁－－－4
私たちが宿泊したヴオルクスブルク・ユースホステルは、二段ベッドが両側にあ

り、シャワーやトイレ、洗面台も各部屋に設置されているので不便なく過ごすこと

ができました。このような充実した設備で安価に宿泊でき、様々な国の人たちとコ

ミュニケーションをとることができるので、海外派遣の時に利用するには非常にい

い施設だと思いました。外庭では、ビーチバレーやサッカーもでき、私たちもドイ

ツの学生とサッカーを楽しむことができました。

私は､今まで､日本のユースホステルに宿泊する機会がなかったので､ぜひ宿泊し、

ドイツと比較してみるのも面白いと思いました。ユースホステルという宿泊施設を

知らない人たちに、施設のよさを伝えていこうと考えています。

ドイツ派遣では、いろいろなホテルに宿泊しましたが、ユースホステルは全て自

分でやらなければならないので、人として大きく成長できる場であり、普段、親に

やってもらっていることのありがた

蕊島

季
」
芦

!潮
幸

稗

固汀

型

11

聖
撞

禿
幽
融

V

､
▼

掻盟
Y

画唾
旧
一

’ さを実感することができる場所であ

るので、本当に良い経験になりまし

た。服部翔真

SyoumaHATTORI
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＃13ドイツの家庭に入って
五壱

私たち派遣団は、 ドイツ滞在最終日

にドイツの家庭に訪問しました。私が

訪問した家はレンガの造りで、おとぎ

話に出てくるような可愛い家でした。

日本では高層のコンクリート構造のマ

ンション等が多いけれど、私が訪問し

た家庭の付近は、一軒家がほとんどで

低い建物ばかりでした。そのため、非

常に見晴らしがよく、電線も地中に埋

設されているので、すっきりとした景

色でした。

ドイツと日本の家庭で違っていたこ

とは､まず家への入り方です。日本では、

玄関で靴を脱いで入るのに対して、 ド

イツの家庭では、玄関にマットが敷い

てあり、そこで靴の汚れを払ってから

靴のまま家の中へ入ります。靴をずっ

と履いていることに私は違和感があり

ましたが、 ドイツでは当たり前のこと

でした。

家の中には、 ドイツの気候に合わせ

て、冬の寒さをしのぐための暖炉があ

り、逆に暑さをしのぐためのクーラー

や扇風機はありませんでした。 ドイツ

は夏でも乾燥しやすく日本のような蒸

し暑さはなく、非常に過ごしやすかっ

たです。

訪問先の女の子の部屋は、壁がピン

ク色や紫色に塗られていて女の子らし

い可愛い部屋でした。部屋には、 日本

の漫画がたくさん置いてありました。

話をすると、 日本のアニメ文化が好き

だと言っていました。女の子に日本の

アニメのコスプレをした写真を見せて

もらいました。遠く離れたドイツでも

日本の文化が知られていて、あらため

て日本の文化の素晴らしさを感じまし

た。

夕食は、パンといろいろな種類のハ

ムとチーズを御馳走になりました。日

本のものよりチーズなどがとてもおい

しかったです。 ドイツ語や英語で話し

かけましたが、言葉がうまく通じず、

コミュニケーションをとるのに苦労し

ましたが、 とてもいい思い出になりま

した。

私が訪問した家庭以外の訪問先では、

史跡めぐり、お菓子作り、ビリヤード

などその家庭で趣向を凝らしたおもて

なしをしていただいたようです。それ

ぞれの家庭で様々な体験をさせてもら

うことができ、現地の方々の暖かさを

感じました。

英語やドイツ語がもっとしっかりと

話せたら会話が弾み、いろいろなこと

を聞き、知ることができたと後悔しま

した。今後、私たち技術者は海外で仕

事をしたり、国内でも海外の人達と仕

事をする機会が確実に増えてきます。

外国語の習得が非常に重要になってく

るので、 これからは今まで以上に外国

語の勉強を頑張ります。

今回、 ドイツの家庭に入って、 日本

では味わえないとてもよい経験ができ

ました。この経験を、将来にいかすと

ともに、積極的に社会に還元していき

ます。

服部真季

Maki HATTORI

鑓

名古屋市立工業高等学校

Technische H6here Schu］e
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＃14高速鉄道

ICE277を利用して

ICEとは、 ドイツを中心に運行されて

いる、 ドイツの新幹線です。ヨーロッパ

の鉄道の中でも高い性能を持っており、

フランスやベルギー､オーストリアなど、

周辺の国々にも､路線を拡大しています。

白いボディに赤いラインで装飾されてい

ます。特徴として、ヨーロッパでは珍し

く座席指定券なしでも乗車可能で、食堂

列車が一両ついており、ほかにも、 トイ

レや一部の車両には、個人用テレビがつ

いており、居住性がとても良い高速鉄道

です。今年の6月で運行開始25周年を

迎えました。

私たちは、 ドイツ派遣最終日にヴオル

フスブルク市からフランクフルト市に移

動する際に利用しました。事前研修の調

査では、 ドイツの鉄道は時間どおりに電

車が到着することが少なく、 しかも、到

着するホームが突然変更になることがあ

ると聞いていました。幸いにも定刻どお

りに到着し、乗り込むことができ内心

｢ホッ」としました。

車内は綺麗で、騒音処理もしっかりと

なされており、非常に静かでした。椅子

は紺色ベースで新幹線よりも横、縦とも

に大きく、肘掛が両側にあります。椅子

の後ろにはテーブルと網がついており、

網には雑誌類が入っていました。窓も、

新幹線より大きく、景色がはっきりと見

えました。 トイレは1両に2部屋ほどつ

いており、無料で使うことができます。

トイレの中は、 日本より広くて、設備も

揃っていたので快適でした。

ヴォルフスブルク駅を出たICEはブラ

ウンシュバイク駅､カッセル駅を通って、

フランクフルト駅へ向かいます。緑の山

や草原の中に赤色のレンガで建てられた

家々と古い教会等、道中の窓から見える

景色は素晴らしいものでした。まるで、

自分が映画やアニメの世界の俳優になっ

た気分になるような風景でした。

私は事前にドイツの鉄道を調査した時

は、 日本の鉄道の方がシステム、車両性

能、快適性も優れていると感じました。

しかし、実際に乗車してみると、車内も

日本の新幹線にMu敵するほどの設備で快

適でした。海外での移動手段は、その国

をよく知るうえで、鉄道を利用すること

が最適だと感じました。今後、海外に行

く機会があれば、必ず鉄道を利用しなが

ら移動しようと思いました。

-gn__
－－

■
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■α9球畦

山田智大

TomohiroYAMADA
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#15ドイツの産業について

唾…

安藤翔太

私たちドイツ海外派遣団はコマツ・ハノマーグ社やフオ

ルクスワーゲン社などの企業研修を通じてドイツの産業

について様々なことを学びました。

■Industrie4.0 1oT SmartFactoryについて

Indusme4.0は、 ドイツ政府が製造業のイノベーション

政策として主導しているプロジェクトです。そのコンセ

プトとして、 IoT(InternetofThings)、SmartFaCtory(考

える工場）があげられています。

IoTは、あらゆるモノをインターネヅトで接続してネッ

ト上で管理しよう、 というものです。すべてのモノの現

状をリアルタイムで把握し管理や分析をできるようにし、

製造工程の最適化が進み、より効率の良いものづくりが

できるようになります。

SmartFactolyは、人工知能が生産工程の最適化を行い、

自ら考える工場を構築していくものです。人工知能は最

も早く、最低限のコストでの生産工程を計算し、生産工

場に指示を出すことで最も効率の良い自己牛産が可能に

なります。

■ドイツの産業とイノベーション

ドイツの産業は新たな開発のために多額の予算を投入

しています。 ドイツ国民の7人に1人が直接的あるいは

間接的に基幹産業である自動車産業に従事しています。

環境技術では温室効果ガス排出削減、 リサイクル、など

の分野は特に優れており世界をリードしています。

交流した訓練生たちが、 ドイツの産業を支え、国が進

一一口＝

Syouta ANDOU

名古屋市立工業高等学校

Technische Hohere Schu］e
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めているプロジェクトの中で様々なイノベーションを起

こしていることに、我々も負けずに技術・技能を磨こう

と考えました。

■ドイツ企業が求めている人材

ドイツ企業が求めている人材は、向上心があり、 自ら

考え常に挑戦し続ける人だそうです。コマツ・ハノマー

グでは、デュアルシステムを実践しており、訓練生たち

の負欲に何でも学ぼうとする姿に圧倒されました、私た

ちにとってよい刺激になりました。

また、フオルクスワーゲンの職業訓練学校では、訓|練

生がグループセッションし、 自ら考えたことを、直ぐに

製造に結び付けていく実習スタイルでした。

常に必要なものは自分たちで調達し、自ら考え失敗を繰

り返しながら、技術・技能の向上を図っていました。教

員は、詳細な指導は一切しないそうです。

両企業の訓|練生たちは、強い向上心を持ち、様々なこ

とに挑戦していくことを心がけていました。我々もドイ

ツでの経験を生かし、 日本の産業の発展のために、常に

新しいことに挑戦し続けていきます。

2
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＃16ドイツのデザイン事情

■

L報告者 ゴ

増田涼風

ドイツに到着して、まず、 目に入ったものは、異国の

サインやマークでした。 ドイツの非常口のマーク、マク

ドナルドのマーク、公共施設のAEDのマーク等、 日本と

違っているものが多くあり、そのデザインや色に非常に

興味を持ちました。

ベルリンの歩行者用信号には「アンペルマン」と呼ば

れるキャラクターが使われています。このピクトグラム

は、光る面積も大きく、歩行者も見やすいデザインとなっ

ています。進行と停止の表示を青と赤の色彩による識別

だけでなく、表情や身振り手振りによる誰にでも理解し

やすく、子供からお年寄りや旅行者を含む歩行者の安全

を守るためにふさわしいデザインであり、ユニバーサル

デザインであるといえます。

ドイツの建築デザインは、古い建物（木組みの家）と

新しい建物（ガラス張りの建物）が同じ空間に存在して

いるにも関わらず、違和感なく調和がとれていて街全体

がアートであるかのように感じました。建物はアイボリー

やベージュ、グレーがかったパステルカラー、レンガの

赤色等、暖色系等の色使いの建物が多く華やかで温かい

イメージでした。教会は外観的装飾が多く、屋根の部分

は細長い円錐のような尖った形をしており、華やかな街

の中でも存在感を放っていてとても美しいものでした。

プロダクトデザインでは、ペットボトルのキャップの

形と色が気になりました。形は日本のペットボトルの

通
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キャップと比べると、浅くて角が丸みを帯びていました。

色は日本のペットボトルのキャップは白色（お茶の

キャップは黄緑色）が多いのに対し、 ドイツのペットボ

トルのキャップは青色や緑色、赤色等、様々な色が使わ

れていて、店頭に並ぶととてもカラフルに思えました

バウハウス資料館で見た鋼管の片持ち構造の椅子は大

量生産に優れていて、必要以上な装飾がされていないの

で古びることなく、今でも見かけるような椅子のデザイ

ンになっていました。バウハウスのデザイン思想は機能

にデザインを合わせる考え方なので、シンプルで機能性

に優れたものが多くみられました。

ドイツのデザインは日本のものに比べると色遣いがカ

ラフルで、建物には様々な装飾が加えられている印象を

受けました。街で見かけるサイン、マークなどは言葉の

わからない私たちでも直感的に何を示しているものなの

かがわかるデザインとなっていました。日本であっても

ドイツであっても誰もが直感的にそれが何かを理解でき

るデザイン、使いやすいと思えるようなデザインが必要

とされていることをあらためて異国の地で知ることがで

きました。
一＝
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#17ドイツの教育事情について

醒一

亀山倫太郎

ドイツはものづくり大国であり、デュアルシステムと

いう時代の一歩先を行く教育システムを取り入れている

国です。 ドイツのデュアルシステムは、小学生の段階で

将来を考え、進路を決めることで、専門分野の可能性を

最大限に高めることができると、自分の目で見て感じま

した。

訪問した学校の授業の内容は、大半がグループで行う

ものでした。今回参加した数学の授業や工業科の授業も、

グループで行う学習でした。こういった授業形態からも、

将来働く上で必要となる協調性が身に付くことをあらた

めて実感することができました。

職業訓練生の実習風景を見て第一に思ったことは、 「自

分もここで学びたい！ 」という気持ちでした。 ドイツは

デュアルシステムを取り入れていることで、 日本では就

職後でしか実現できない企業の下での学習を、高校生の

段|偕から体験することができ、 とても羨ましく思いまし

た。

また、学習システムも素晴らしいものでした。例えば

私たちの実習では、クラス全員の内容が決められており、

早く作業を終えても、最後の人が終わるまで待たなけれ

ばなりません、 しかし、 ドイツでは課題が個人で決めら

れていて、自分の課題を終えると次のステップへ、また

終わると次のステップへと自分のペースで進むことがで

きるので、常に自分のスキルを磨くことができ、 とても

良いシステムだと思いました。

日本ではよく企業での残業が問題に上がりますが、 ド

RintarouKAMEYAMA

名古屋市立工芸高等学校

lndustriekunsteAlteTeHohereSchuleゴダー

イツという国には残業はありません。仕事が終わるとす

ぐに帰宅し、自分の趣味や家族と過ごし、自分の時間を

大切にします。何故こんなにも働いている時間に差がで

きているのに、国としての技術力に差ができないので

しょうか。私は、教育システムの違いではないかと考え

ました。

ドイツではデュアルシステムという教育システムがあ

ります。これは、常にものづくりの現場で実際に使うこ

とのできる知識を学び続けることのできる仕組みです。

もちろん使うことのできる知識なので勉強している学生

はみな、生き生きとした感情が表情にあふれていて、楽

しそうに作業をしていました。

日本の現状と比べると、ものづくり教育において、少

し差があるように感じます。これから大きく変化してい

く社会で生き残っていくためには、 自ら課題を考え、そ

して解決していく人材が必要ではないでしょうか。 ドイ

ツの教育システムには、そういった人材を育てていくノ

ウハウがあると思いました。日本の教育制度にも素晴ら

しいところがありますが、海外の素晴らしいところは積

極的に取り入れていく必要性を、この海外派遣を通して

感じました。
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#18ドイツの環境について

田…

赤木友李夏
■環境大国ドイツの取組

ドイツではエネルギーシフトにとても力を入れている

と感じました。例えば､ドイツでは｢脱原発｣を謡っており、

今後全ての原子力発電所を廃止する予定です。しかし、

隣国のフランスが原子力中心で、お互いの国境近くに原

子力発電所があるため､問題視されているようです。また、

街を離れて畑がたくさんあるところでは、何十本もの風

力発電がありました。まるで風力発電の畑のようでした。

他にも､｢Pand｣と呼ばれるシステムがあります。それは

購入時に飲み物代とボトル代を支払い、専用の機械にボ

トルを返却すればボトル代が返ってくるという住民が簡

単に環境に貢献できるシステムです。駅や空港にたくさ

ん設置されており、 とても画期的だと思いました。

■国民の環境に対する意識

環境大国というだけあって国民の意識が高いと思って

いましたが、ポイ捨てが多く道路にたばこや紙くずがた

くさんありました。しかし、節水の意識は高く、公共の

トイレが有料でした。また、買い物レジ袋も日本と同様

に有料（安いもので60円、大きな袋は200円ほど。少

し高いかな？）でした。学校では原子力発電の問題につ

いてしっかり学んでいるようで、生徒たちから「福島原

子力発電所の件についてどう思うか」と質問されるぐら

い意識が高かったです。国全体の環境問題には意識が高

いものの、身近な環境に対する意識は少し低いと感じま

した。他にも、森の面積が日本とほぼ一緒らしく、 日本

Yurika AKAGI

名古屋市立工芸高等学校

Industr,iekunsteA1ter,eHohereSchule“
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では山の方に行けば緑が沢山ありますが、 ドイツでは街

中にも緑が目に付きました。

■エネルギー問題を中心としたドイツの環境対策に

ついて

ドイツはなぜ環境大国と呼ばれているのでしょうか。

それは、 ドイツが世界で初めて自然を保護する法律とい

われる「環境法」を制定したからです。国全体で環境を

良くしようと取り組んでいます。それだけでなく、｢エネ

ルギーシフト｣に力を入れていて、 2025年までに電力供

給の40%～45％を再生可能エネルギーでまかなえるよ

うにするそうです。

全体を通して、国や企業は環境についてとても力を入

れていると感じました。しかし、一人一人の身近な環境

については、まだ意識が低いように感じました。

しかし、これは私たち日本にもいえることだと思います。

身近にある道路や公園の環境も良くしていかないといけ

ないと思います。私たちもそういった小さなところから

環境問題を考えていき、やがて国全体の環境が良くなる

ようにしていきたいです。
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＃19ドイツの衣食住

■

L報告者 』

■ドイツの衣

日本とドイツでは、特別な違いはないように感じまし

た。ファッションが若者同士の共通の話題になったりす

るのは､日本とドイツで変わりはないです。ただし､フォー

マルとカジュアルの区別はドイツのほうがしっかりして

いるように感じました。きっちりとした性格のドイツ人

らしさがそこからうかがえます。

■ドイツの食

食事のとらえ方は大きく違うと感じました。日本では、

おいしいものや流行のものを食べることが重要だと考え

ます。しかし、 ドイツでは、食事に重きを置いていない

ようです。家族や友人など食事をする相手を重視してい

ます。終業後は、家族と夕食をとることがドイツでは一

般的だそうです。

■ドイツの住

ドイツでは住が最も重視されているようです。街並み

の統一は住に対するこだわりの表れではないでしょうか。

外観デザインのこだわりは、日本とは比較になりません。

しかし、 日本では、別の視点で住にこだわっています。

住環境の充実と安全性こそが日本の誇るべき点です。地

震大国である日本において安全な建物というものが常に

求められています。また、夏は高温多湿で冬は氷点下に

まで達する日本では、空調設備と断熱性能が発展してき

ました。 ドイツでは冬場は極端に日照時間が短く、寒さ

が大変厳しいそうです。実際、 ドイツの住宅を見ると、

壁厚が日本の2倍ほどあり、窓には複層サッシが使われ

ていました。冬を意識した意匠だと感じました。

崖伊藤遼
ミ
ロ
マ

ー
］
） Rvou lTO

レ

名古屋市立工芸高等学校

lndustr,iek6nsteXltereH6hereSchule
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■衣食住と環境

ドイツといえば、緑を愛する環境大国です。彼らの暮

らしは、環境を意識したものだといえます。たとえば、

ドイツの住宅には基本的にエアコンがありません。もと

もと涼しく過ごしやすい気候ですが、近年の地球温暖化

の影響で30度を超える日も珍しくなくなりました。ま

た、街には緑があふれています。ベルリンなどの大都市

にも緑地があり、そういった場所を散歩することがドイ

ツでは日課のようです。

■仕事とライフスタイル

ドイツでは、残業がありません。仕事を定時に終える

と、あとはプライベートの時間といった印象を受けまし

た。また、休暇は3～4週間とることが一般的で、仕事

が残っていても必ず休暇を取るそうです。さらに、休暇

中は仕事の電話に出ることもしません。仕事とプラベー

トの区別は徹底されているのです。

■まとめ

国によって衣食住の中で重視するものが違います。 ド

イツでは、圧倒的に住を重視しています。勤勉に働くド

イツ人にとって、住宅は大切な家族と過ごす安らぎの場

なのだと感じました。日本とは違った暮らしは、興味深

く、新鮮なものでした。この経験を私たちの将来の仕事

にもいかしていこうと考えています。
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#20ドイツの建築事情

■

睡一

榊原匡泰
ドイツの建築は地方によって雰囲気が随分違います。

ベルリンやフランクフルトなどの街は、歴史ある建築が

多く存在しますが、奇抜なデザインが特徴である近代建

築も楽しむことができます。

■建築物の特徴

ドイツの法律で、建物の階数や屋根の勾配などが具体

的に定められています。したがって、屋根や外壁の色が

統一されドイツ特有の景観が住民一人ひとりの協力に

よって守られています。

住宅建築については、左右対称、規則的な窓の配置、

屋根の種類に日本との違いを感じました。特に、 日本で

は一般的に寄棟屋根や切妻屋根が一般的ですが、 ドイツ

では、半切妻屋根やマンサード屋根をよく見かけました。

また、 ヨーロッパ特有の赤瓦屋根が立ち並ぶ光景はとて

も美しく圧巻でした。

公共建築物は、既存の古い建物を再利用していること

に驚きました。また、いくつかの都市で鉄道の駅を見る

機会がありましたが、どれも全面ガラス張りでとても美

しい反面、恐怖も感じました。

■環境による特徴

日本で建物を設計するときに一番気を使うのは耐震構

造です。しかし、 ドイツでは地震がほとんどないので、

耐震構造という概念があまりないように感じました。ま

た、 日本では、南面に居室を置くことを重要視しますが、

ドイツではあまり重要ではないようです。

■木組みの家

ドイツでは、木造の住宅が目に留まります。木造の住

爵 MasayasuSAKAKIBARA

名古屋市立工芸高等学校

IndustriekunsteA1tereHohereSchule錘
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蕊 謹

宅は、木材で骨組みを作り、壁を漆喰、レンガ、石など

で作る（ハーフティンバー）構造によってできています。

また、地方によって材料や色が異なり、同じ木造の住宅

でも様々な特徴があります。

■バウハウスと建築

バウハウスでのデザインの考え方は、機能やコンセプ

トを追求してからデザインを合わせていきます。よって、

機能やコンセプトだけを表現したシンプルなデザインに

なり、後世までデザインが朽ちることはありません。ま

た、非対称なデザインが良いとされています。バウハウ

ス資料館では、デッサウ校舎の模型を見学できました。

それは、長方形のシンプルな校舎が別々の方向に非対称

に配置されており、バウハウスの理念を知ることもでき

ました。

■ドイツ人の建築思想

ドイツ人がとても大事にしている身体的な価値観は

｢居心地の良さ」です。温湿度、気流、音響、空気質な

ど目に見えない環境から、家具や小物類の目利きまで心

から気持ちが落ち着き、 くつろげるような生活空間を求

めています。町の広場や多く設置されていたベンチ等は、

ドイツ人がくつろげる空間のひとつだと感じました。

~一.里■

i

’
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＃2l ドイツの街
ベルリン・八ノーファー

ヴオルクスブルク視察を通して

|

唾…

藤井春香
私たちが視察した3つの都市（ベルリン､ハノーフアー、

ヴオルフスブルク）は素晴らしく､記憶に残る都市でした。

ベルリンは、 ドイツの首都であり、市域人口が350万

人というドイツで最大の都市です。 ドイツの歴史に触れ

ることのできる現存する歴史的建造物の一部が残されて

いる街でもあります。その他にも、パンクなアートの街

としても有名です。実際にベルリンの街を歩いていると

建物や壁にスプレーで描いた落書きを多く見かけました。

この落書きは、グラフィティというアートの表現法の一

種で、反骨精神を持つアーティストが多く住むベルリン

ならではの光景です。

ハノーファーは、 「森の中に街がある」といわれるほど

緑が豊かな街です。市の面積のおよそ50％が緑地となっ

ており、環境政策に力をいれた都市計画を行っている都

市で、 「庭園の様な街」をモットーにしています。そして、

ハノーファーはどちらかというと観光地ではなく、商業

都市です。コマツ・ハノマーグ社などがあり、世界最大

級の見本市会場もあります。 2000年には、世界万国

博覧会が開かれました。

ヴオルフスブルクは、 20世紀に建設された、数少な

い都市のひとつで、フオルクスワーゲンを生産するため

に建設された計画都市です。人口およそ12万人に対し

て、およそ7万人がフオルクスワーゲンで働いていると

いうフォルクスワーゲンの企業城下町です。かつては自

HarukaFUJII

名古屋市立工芸高等学校

lndustriekijnstelltereH6hereSchule轡
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、

動車産業だけの街で観光地はありませんでしたが、 20

00年に自動車のテーマパーク「アウトシュタット」な

どができ、現在では多くの観光客が訪れる街になりまし

た。

訪問した3つの都市に共通するドイツの街の特徴もい

ろいろありました。 ドイツの家の屋根は、日本では少な

い三角屋根の家がほとんどで、信号機も日本では横向き

だが、 ドイツでは縦向きでした。 ドイツは日本よりも気

温が低く冬には雪がたくさん降るので、雪が積りにくく

するための工夫であると思いました。また、 ドイツの信

号機で驚いたことは、歩道の信号機の青から赤に変わる

までがとても短い信号機が多かったことです。これもド

イツの交通事情と関係があり、 ドイツの街の特徴だと思

いました。そしてなんといっても、やはりドイツの街は

きれいということです。おとぎ話に出てくるような芸術

的な世界が広がっており、日本の建造物のデザインとは

全く違うので、 日本で暮らしている私の目には新鮮に映

りました。そして私は、 ドイツの家はレンガの住宅ばか

りだと思っていましたが、木造の住宅を多く見かけまし

た。
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憩匿 広がる世界広がる未来
藤井春香名古屋市立工芸高等学校都市システム科2年

ドイツ海外研修を終えて、企業実習、現地高校生との

交流などを通して、－回りも二回りも大きくなれ、人間

的にも成長したと思います。

フランクフルトでは、日本とドイツの街なみの違いに

感動しました。－つひとつの建造物を見ても、 日本には

ない良さを感じることが出来ました。

ベルリンでは、技術博物館で車、船、鉄道などの乗り

物のほかに様々な工業製品の歴史について触れることが

出来ました。しかし、ベルリンで一番心に残った場所は、

｢ベルリンの壁」 「ザクセンハウゼン強制収容所」です。

私は歴史が好きで、以前、書籍で見たことがあったので

すが、やはり実際に見るのは全然違いました。

ハノーファー､ヴオルフスブルクでは、工業を学ぶ生徒

たちとの交流があり、とても有意義な時間を過ごすこと

が出来ました。 ドイツ語と英語と身振り手振りで会話す

ることが出来ました｡しかし､ここで改めて言語の大切さ、

世界共通語である英語の大切さを実感しました。海外で

活躍していくためには、英語などの言語能力が必要だと

実感しました。

ヴオルフスブルクでの職業司||練生との交流では、溶接

などの危険な作業も同年代の女性が行っており、 「怖くな

いの？」と聞くと「最初だけだよ。なれたら大丈夫だよ｡」

と言っていて、 ドイツの女性は強いなと思いました。

訓練生の中には、女性がたくさんいました。日本もド

イツみたいに工業でも女性が活躍できる場を広げていき

たいと思いました。他にも､計||練生たちは自己主張がしっ

かりとできるなど、見習いたい点がたくさんありました。

この海外研修では、たくさんのことを吸収することが

出来ました。この経験を自分の周りからでも少しずつ広

めていきます。そして、将来に繋げていけるようにこれ

からも工業の学習にしっかりと取り組みます。
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薬局のマーク

A
Aフランケフルトの

樹を視察 街におる人形
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ドイツ独特の建物
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EntscheidendeWende～転機～
榊原規一名古屋市立工芸高等学校電子機械科2年

た交流は非常に充実したものでした。私たちと同年代の

ﾖ| |練生が、最新の機器を駆使して、非常に精度の高い製

品を製作している光景には感動しました。

私はこの派遣により、 「海外で働きたい」 「世界中の人

とコミュニケーションを取りたい」という欲が大きくな

りました。私の夢や将来を考える大きな機会となりまし

た。研修中には貫欲にドイツの技術や文化、歴史など細

かなところまで吸収できました。今回のドイツ派遣を成

功させてくださった方たちには本当に感謝申し上げます。

私はこの研修で多くのことを学びました。それは、言

葉の壁があっても、自分の考えを伝えようとする気持ち

があれば、十分コミュニケーションが取れること。また、

｢どれだけ他の人と違ったことができるかどうか」を常に

意識していかなくてはならないこと。これはコマツ・ハ

ノマーグ社の伴副社長からいただいた言葉です。グロー

バル社会の変化に主体的に対応できる専門的技術を持っ

た人材を育成していくためには、大変必要なことだと感

じました。

この海外派遣は、 日本を代表してドイツに派遣されて

いるものだと、いつも自分に言い間かせていました。派

遣中はいつも緊張した空気があり、海外での集団行動の

大変さを思い知らされました。企業では専門用語が飛び

交っており、理解できなこともあり、さらに専門知識を

習得する必要性を感じました。

VolksWagenの本社工場視察や訓練生との実習を通じ
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伊藤遼名古屋市立工芸高等学校建築システム科3年

伊
藤

遼

この研修に参加できたことは、私の人生に変化を与え

るような素晴らしい体験になりました。NADIOSの一員

としてドイツへ行けたことに感謝し、名古屋の代表とし

ての自覚と責任をもって、今後に生かしていきます。

事前研修では、 20人の新しい仲間とドイツについて

調査研究したことをお互いに発表し、 ドイツに関する知

識を徐々に広げていきました。メンバーは工業科でそれ

ぞれの専門を学ぶ将来のスペシャリストたちです。自分

の専門外の話を間<のは新鮮で、研修に行くのが非常に

楽しみでした。

現地視察では、フランクフルトの旧市街や高層ビルに

胸が高鳴りました。ベルリンでは、様々な名所や施設を

視察しました。その中でも、 ドイツ技術博物館の展示は

圧巻でした。古いものから新しいものまで、様々な時代

に活躍した技術を目の当たりにして、現代の技術のルー

ツを知りました。

コマツハノマーグ社、フォルクスワーゲン社の実地研

修では、 ドイツの技術力の高さを肌で感じました。また、

同年代の訓練生との交流は、とてもいい刺激になりまし

た。日本以上に向上心があり、現場での実習を大いに楽

しんでいるように感じました。自分たちの学習に対する

姿勢というものを今一度、考え直すいい機会となりまし

た。ものづくりを純粋に楽しんでいるドイツの研修生た

ちが製作する製品の完成度は高く、負けてられないと強

く思いました。

この海外派遣では、世界を肌で感じ、私自身の視野が

広がりました。この研修では、たくさんの人に出会い、

刺激的な毎日を過ごすことができました。そして、 ドイ

ツという国をより深く知ることで大好きになりました。

世界はまだまだ広いと素直に感じました。

私は、この派遣を実現に導いた方々、 ドイツで私たち

を温かく迎えてくれた研修生や企業の方々、そして、

NADIOSのメンバーたちに本当に感謝しています。

38

ト
ー
Ｉ 煮

！



ウ

ド､イッ国内のいたることろで

みがけたオブ､ジェ
大ｲ壷E､禽蝋§たケー

』
軒

一一
一
‘

一
一

）
一
〆 ベルリンのシンボル
I

I

国内線でノ

ベルllシへ 2日目

終了

日本大使の八木さん

あった力､〈て優しい雰囲気
研
修

トーヘー
I

終
え
て4､

一
一
」

4

独学旅行記～建築編～ 榊
原
匡
泰

榊原匡泰名古屋市立工芸高等学校建築システム科3年

ます。また、大半の建築物にエアコンの設置がないこと

も興味をひきました。両国の法律の違いによる建築物の

違いには驚かされることが多かったです。

三つ目は、 「バウハウスのデザイン」

バウハウスでは、デザインの考え方について学ぶこと

ができました。機能やコンセプトを重視したシンプルな

デザインには共感できました。また、建築家として成功

するためには、自分の建築に対する信念を固める必要が

あると気づきました。

ドイツで学んだことは建築以外にもたくさんあります。

今後の人生で、学んだことを周りの人に伝え、社会に出

てからも還元する機会が必ずくると思うので、頑張りた

いと考えています。

ドイツの海外派遣では、工芸高校で建築を学ぶ者とし

て、三つのことを学びました。

－つ目は、 「歴史的建造物と近代的建築物によって見聞

を広げたこと」

ドイツでは、新しい建築物よりも歴史ある建築物のほ

うが高く評価されていると感じました｡初めて見るゴシッ

ク様式の教会では、高いドーム型の天井などが綺麗でし

た。私は、宗教建築に興味があって、将来は宗教と住居

が融合した建築を考えていたので、大変参考になりまし

た。特に、ヨーロッパの木造真壁建築の技法であるハー

フティンバー構造の建築物は、統一感のある外壁や屋根

が素晴らしく感動しました。

二つ目は、 「環境によって建築が変わること」

地震が多い日本と、少ないドイツでは耐震基準が違い
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少し不気味な感じ．”

拷問器具のようなもの
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3
見て、感じて、学んだ

増
田
一 F可増田涼風名古屋市立工芸高等学校デザイン科3年
緑
風

私がドイツを訪問し最初に思ったことは、街並み

がとても美しいということです。初日に視察したフ

ランクフルト市内には、伝統的な木組みの家と、新

しいガラス張りの建物、赤砂岩でできた協会など様々

な素材や形の建物が建立しているのにも関わらず、

調和がとれていることに驚かされました。

ザクセンハウゼン強制収容所では、現地でしか見

ることができない写真や建造物を見ることができま

した。ベルリンの壁の厚みや規模についても、現地

に行かなければ知ることもできませんでした。

バウハウス資料館では、授業で習ったバウハウス

についてより深く知ることができました。バウハウ

スのデザイン理念も座学で習うより、本物の作品を

見ることで理解が深まりました。

NeueSchuleWolfsburgでの体験授業では、私たち

と同年代の生徒と一緒に授業を受けました。英語と

ドイツ語で一生懸命にコミュニケーションをとりま

した。とても魅力的な学校で、もし自分がドイツに

住んでいたら通ってみたかったと思いました。

フォルクスワーゲン社の研修では、同年代の計||練生

が既に社会で働けるスキルを身につけていることに

感心しました。日本でもデュアルシステムによるも

のづくり教育が進められるといいと感じました。

ドイツでの様々な研修では新たな発見がたくさん

ありましたが、食文化や街並み、言語や使っている

道具等、何気ない日常生活の違いがとても新鮮でし

た。今まで知らなかったことに触れることができた

喜びと、これからも知らないことをどんどん吸収し

ていって自分の力にし、将来に役立てたいという思

いがこみ上げました。
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市内で見力、けた不思議な乗り物

ビールを”ながら

ペダル舂曹いで

乗り物カミ進む！？
Dinnerのときに

石原先生の

誕生日をお魂,Iした！

ベル』1トン
！市内視察

－－

3日目

終了
プランデンブルグ､P洞辺を
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ひどびと、 people、Menschen。

牧

一牧弥生名古屋市立工芸高等学校グラフィックアーツ科3年
弥
生

ドイツの各街の雰囲気や歴史に触れ、企業研修や現

地校での研修を通して、人々と交流し異文化を体験す

ることにより見聞を広めることができました。

日本大使館の八木大使との懇談会では、私たちの質

問に丁寧に答えて下さいました。 ドイツと日本の懸け

橋として経済や国際的な交流に携わるだけでなく、人

間としても素晴らしい方でした｡また､コマツハノマー

るく快活な方で、現地の方と交流する際、様々な手助

けもしてくださいました。私も日本のために、バロー

グ会長のように海外で活躍できる人材になろうと思い

ました。

この海外派遣は、本当に多くの方々のご協力で、実

現したと実感しました。素晴らしい体験をさせていた

だいたことに感謝しています。人は人とのつながりを

グ社の伴副社長との懇談では、私たち学生に対して求

めるもの、社会に出てからのアドバイスなど、非常に

興味深いお話をしてくださいました。特にマーケティ

ングに関するお話は心に残りました。伴副社長は､｢知

見を深める事が大切だ」と何度もおっしゃっていまし

た。私にとって、伴副社長との懇談が知見を広めるよ

い機会となり、勉強になりました。

独日協会のバローグークラウス輝子会長は、フォル

クスワーゲン社での研修、市長との対談、学校への招

待､ヴォルフスブルクスタジアムヘの招待など、この

派遣に多大なご協力をしていただきました。とても明

大事にしていくことで、大きな事業が成し遂げられる

ということを、この派遣事業で改めて感じる事ができ

ました。
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｢ドイツ」で学ぶ仕事術

P■荒田大雅名古屋市立工芸高等学校電子機械科3年
大
雅

今回の研修を通して、私は一生経験できない多く

の体験をすることができました。特にフオルクスワー

ゲン社での研修は、忘れられないものになるととも

に私の意識を大きく変えたものになりました。

デュアルシステムを使ったドイツの教育制度は、

企業と学校を交互に通い、勉学に励みながら、自ら

の将来のために企業で実習を重ねるという大変素晴

らしいものでした。私たち日本の学生からするとそ

のために10歳の頃には進路を決めるという点にも、

驚かされました。

また、デュアルシステムによって磨かれた技術が

大変高いことや、多くの女性が工業系の仕事に強い

興味を持っていることにも驚きました。仕事に誇り

を持ち、日々修練を重ねている姿は、ジヤーマンク

ラフツマンシップそのものでした。設備は、最新の

ものが設置してあり、教官の指導も徹底していると

ころがドイツのモノづくりの根幹を支えていると痛

感しました。 日本もこの素晴らしい仕組みを名古屋

から広げていくべきだと感じました。それほど、 ド

イツという国の教育方針は素晴らしものでした。

この海外派遣での体験は非現実的でありながら、

全く新しい世界へ飛び込むことができました。常に

新しいことへ挑戦し続ける、負欲に吸収する力を身

につけることが出来る大変貴重で有意義な体験でし

た。この素晴らしい研修を、将来、私が名古屋から

世界へと繋ぐものづくりのリーダーとなって、協力

してくださった全ての人へ恩返しを必ずします。人

生を変える貴重な体験に感謝します。
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機能的にも優淌た

工業製品
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山一亀山倫太郎名古屋市立工芸高等学校電子機械科3年

倫
太
郎

今回この研修に参加したことで、新しいものがたく

さん見えてきました。まず、－番衝撃的だったのは、

ドイツの訓練生が行っている教育システムでした。そ

れは、 日本のシステムとは大きく違い、日本の工業高

校生の私から見ると夢のような場所でした。

また、今まで関心のなかったデザインやドイツの歴

史を知ることで、私の目指す開発者になるために必要

なことにも気づくことができました。一番私に影響を

与えたのはバウハウスでの研修でした。ここはドイツ

のデザインについての知恵が詰まっていると事前に

伺っていましたが、あまり関心がありませんでした。

しかし実際に訪れてみると自分の想像とは大きく違

い、展示されている物はデザインだけでなく、ものづ

くりをするうえで必要不可欠な極意があるように感じ

ました。

フォルクスワーゲン社での研修は、将来ものづくり

のスペシャリストを目指す私にとって、非常に貴重な

体験となりました。そこでは技術・技能や知識だけで

はなく、ものづくりを通じた仲間の大切さ、製品に対

する思い入れなど、ものづくりをするうえで欠くこと

のできないものを学ぶことができました。もちろん技

術力は素晴らしく、今まで見たことのない大きなアー

ムロボットが動く自動車の製造ラインを目のあたりに

した時の感動は忘れられません。

私は今回の研修に参加できたことを誇りに思ってい

ます。名古屋市のドイツ研修は今年が初めてであり、

フォルクスワーゲン社、ルフトハンザ航空で高校生が

行う研修も世界初と伺っていたので、研修を終えた今

でも胸の高鳴りが止まりません。

この海外研修は、多くの方々

の協力があって実現できたと

団長から伺っています。その

方々のご協力に感謝し、今回

の海外研修で得た知識、技術、

感じたことを少しでも多くの

人に伝えることに力を尽くし

たいです。

〆
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新しい扉の向こうへ

寺島敬吾

名古屋市立工芸高等学校電子機械科3年 gTABI! 8/22

5日目
コマツ･ 1 1/マーゲ社私は、今回のドイツ派遣のテーマとして日本との違い

と、進んだ技術を学ぶことを目標としていました。

ドイツは非常に技術の向上に力を注いでいると感じま

した。デュアルシステムは生徒が企業に行き、ヨ||練生と

して過ごしながら､学校で学習するというものです｡フォ

ルクスワーゲン社では学校を建設したり、プログラムを

学ぶための設備を提供したり、技術を学ぶ環境が整って

いていました。

コマツ・ハノマーグ社とフオルクスワーゲン社での実

習は、自分たちよりレベルの高い実習を行っていました。

ドイツの教育環境がとても羨ましく感じましたが、現在

自分たちが実習で行っていることの応用だとも思いまし

た。私は、現在の設備で今まで以上に工夫し、 ドイツの

技術者に負けないように努力していきたいと考えまし

た。

優れたものをつくるためには、様々な知識を学ばなけ

ればならないということも学んだので、これからは授業

だけでなく自主的に機械やプログラム、回路についての

知識や、他の分野も貫欲に勉強していこうと考えていま

す。

今回の海外研修では、将来の自分の人生について深く

考えさせられました。自分は今回の経験を通して、特に

精神面で大きく成長したと感じています｡今回体験した、

経験したことを学校生活や社会人になってからも、様々

研
修
を
終
え
て

｡
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副社長のバンさん
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な面で生かしていきたいと考えています。
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5日目

絲了

や
必要な力

赤木友李夏

名古屋市立工芸高等学校情報科3年

「なぜやるのか、どうしてやるのか考えながら動けば、自然と活

躍の場が訪れる」 ドイツの海外研修では様々な実習において技術を

学ぶことができました。 しかし、研修でその技術だけでなく考え方・

発想などの力についても学びました。

特にコマツ・ハノマーグ社の伴副社長のお話は非常に感銘を受け

ました。 「学校で学ぶより､企業などの現場で手に入れた情報の方が、

社会でより使う」これは、未来はどんどん変化していき、現在学ん

でいることがベースでやっていけるとは限らないので、現場で得て

いく知識の使用頻度が多いということです。

また、 「書籍や新聞などで知見を広げることが大切」というお話

を聞き、これからは新しい情報だけでなく、書籍などから過去の情

報にも目を向けたり、自分とは別の考え方を知ったりしていこうと

思いました。さらに、英語やドイツ語に力を入れ、 日本の書籍だけ

でなく、海外の書籍も読む目標を持ちました。

社会人に必要な力も教えていただきました。 「新しいものを生み

出し、それを説得する力・よそ見をする力・行動力・責任力」とい

うお話を聞き、私は、物事に取り組むと一直線になってしまうので

－歩はずれて見ること、つまりよそ見をする力はとても大事だと思

いました。

他にも「変化についていく人ではなく、変化を起こす人になる｡」

というお話にも感銘を受けました。新しいものを知ることはとても

楽しいのですが、それも既に他人が考えたことです。私も、他人が

既に考えたことではなく、自分の力で考え、世の中に変化を起こす

人材になれるように頑張ります。

そして最後に伴副社長は「要はやる気」と声を張って言われまし

た。何を始めるにしても、行動を起こすにしてもやる気がないと始

まりません。その言葉はあたりまえの言葉ですが、とても大切に感

じました。伴副社長はドイツの現場で働いているからこそ得た考え

方を持っているので、とても有意義な懇談会でした。

伴副社長のお話を聞き、私の進むべき道がはっきりとしました。

今回のNADIOSの海外研修を終えて、将来は海外で働き、常に最先

端にいる人、変化を起こしていく技術者になるように努力します。
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世界を知って

久保田信永

名古屋市立工業高等学校機械科2年 START1
8/23

6日目
私は今まで辛いことから逃げてきたので、この研修に

参加することで何かが変わると考えていました。団員に

選ばれて、事前研修や語学研修に一生懸命取り組み、現

地研修に臨みました。今回の海外派遣に参加して、学ん

だことがいくつかあります。

－つ目は、コミユニケーション能力の向上です。私は

将来海外での就業を考えており、その際必要になるのが

コミュニケーション能力です。今回の派遣でその能力を

鍛えることができると考えました。私は自分の意見を言

うことが苦手なので、 ドイツ人の行動に刺激を受けまし

た。

二つ目は、団体行動の難しさです。この派遣団も最初

はまとまりがありませんでしたが、 日を増すごとに－人

ひとりの意識が変わり、派遣団としての自覚が出てきま

した。団体での行動は個人の意識だけでなく、全員の意

識がまとまってようやく機能するものだということを改

めて学ぶことができました。

三つ目は、世界の広さと自分の小ささです。 ドイツに

は様々な国籍の人がいて､その中で生活していくうちに、

今まで日本しか知らなかった私が海外で働きたいと簡単

に口にしていたことが恥ずかしくなりました。 ドイツ人

は失敗を恐れず自分の意見に自信をもって発言するの

で、自分にはないものをたくさん持っています。そのド

イツ人を前にして、自分は心も体も未熟だということが

分かりました。

他にも、 ドイツの街並みに感銘を受けたり、資料館な

どで歴史を学ぶなど、非常に貴重な経験ができました。

レケスワーゲン社I

訓練前
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修

を

終
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Ⅷ工場見学で乗った車

車がクレーンによって

運ぱ我弓 ！

今回学んだことを決して忘れること

なく、必ず将来に生かしていきます。

そして、今回の派遣にご尽力承り

ましたすべての皆様に感謝の気持

ちを伝えたいと思います。

魚

③
｛
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新たな自分を追い求めて
口
凸
ヨ

バローグ､会長といっしょにｰ 冨山恵吾

名古屋市立工業高等学校自動車科2年
一

一

私がドイツ派遣に参加しようと思った理由は、今まで

の自分を変えようということです。はじめはメンバーと

うまくやっていけるか不安でしたが、研修が進み自然に

自分も心を開くことができました。

今回の海外派遣は、フォルクスワーゲンでの研修があ

り、高校生として世界初の試みだと聞いてとても興奮し

ました。また、私は自動車科であり、勉強をするチャン

スだと感じました。

毎回、研修を重ね、団員の発表を見て、どんどん自分

たちがとても大きなプロジェクトに関わっているのだと

気付いてきました。

到着の翌日からは本格的に研修がはじまり、ルフトハ

ンザドイツ航空では飛行機の壮大さ、設備などに大変驚

きました。コマツ・ハノマーグ社では、伴副社長の貴重

なお話やﾖ||練生と交流を通して、 ドイツ人の技術力の高

さに驚きました。そして、何と言ってもフォルクスワー

ゲン社での実習は非常に有意義なものでした。工場内の

視察では、事前研修で視察したトヨタ自動車の施設設備

と比較したり、 ドイツの自動車工場の素晴らしさ思う存

分見ることができました。計||練所の司||練生たちも、非常

に高いレベルの技術・技能を持っていることに驚きまし

た。

現地校での授業参加やホームステイも非常にいい経験

になりました。このような貴重な体験をさせていただき

本当にいい経験になりました。今後の、自分の技術・技

能の向上に必ず役立つものだと考えています。

お世話になった

バローグークラウス輝子さん

鰯旗にあるマーク

研
修
を
終
え
て

Ⅲルフスプルグ

ース市長さん

オ
ア

言
田
山
閂

恵
吾

｛

ヴォルフスブ､ルケ市授前

市長表敬紡悶 、

聯業訓練前 急窃
‘上ノ

◎

Fいただいたプレート
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buv:学校紡悶NgUeSChUleWolfS
フォルグスワーケン社の

魅力がたくさん詰まった

車のテーマパーク寺
gTART! ｛一ルト

校長先生
8/24 ＋

’
1，Lい& 1 0処？

壬7日目 。

I

磯 －■■■

ﾉl､学

22

生くらいの年齢力＼ら

歳くらいの年齢まで

みな同じ学校で学んでいる ！

AUtoStddt紡悶

6

研
修
を
終
え
て
脇
古
川
達
也

← － 一－

古川達也

名古屋市立工業高等学校自動車科2年衝撃の240時間

ドイツ派遣での私の目標は、名古屋の将来の産業の

役に立つ知識を、海外での経験を日本に持ち帰り伝達

し､来年度のドイツ海外派遣につなげていくことです。

この目標を達成するために、 ドイツで様々な視察や実

習を行い、現地の方々や、訓練所や学校の生徒たちと

交流を深めました。特に3つのことが非常に印象に

残っています。

一つは、 日本で調べたことと実際に体験したことの

違いです。例えばザクセンハウゼン強制収容所につい

ては、現地の人の考え方や思い、収容された人たちの

環境や思いを綴った手紙、遺品の多くを目にすること

で、ホームページや書籍では感じることができないも

のでした。

二つ目はコマツ・ハノマーグ社での体験です。私た

ちはコマツ・ハノマーグ社で伴畠|｣社長とディスカッ

ションする機会を得ました。伴副社長は、 「無駄なも

のは無駄、必要なことは必要」と言える自分の意志を

貫き通すことが大事であり、その際に上司とぶつかり、

その人たちが壁になることがあるので、その壁を乗り

越える力を備えることが大事だと教えていただきまし

た。私が、上司を納得させ壁を乗り越えるにはどのよ

うな方法があるのか質問したところ、 「子供のように

何度も言い続けるのではなく、相手にどんな利益、損

害があるのかをしっかり説明することが大事」と教え

ていただきました｡当たり前のことだと思いましたが、

よく考えてみると本当に言葉の力だけで相手に納得し

てもらえることは難しいことだと感じました。

三つ目は、 10日間の海外研修で日本の良さを改め

て感じたことです。食事もおいしく、治安もいい、安

全で住みやすい国、地域である

と改めて感じました。

a
他にも得難い多くの体験を

しました。今回学んだこと

他にも得難い多くの体験を

しました。今回学んだこと

を決して忘れることなく、

必ず将来に生かしていき

ます。そして、この経験

を広く地域に還元してい

きます。
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pQ卵□歴史を感じさせる車の展示

7日目

I終了
街中でも

VoIkSwo9enの車を

多く見力、けました

■■■■■一

匠こ。 フォルヮスワーケン社の

代表的な車

甥聡 印象に残った地球儀
00

0

①巳 J凸･ 己

研
修
を
終
え
て

伽服部真季

名古屋市立工業高等学校環境技術科2年新しい発見 服
部

真
季

の街はごみ箱が設置してあり、ごみを道に捨てる人も

少ないため、 日本よりきれいでした。

日本のいいところも発見することができました。例

えば、日本ではハンカチで手を拭きますが、 ドイツ人

は紙を使います。水についても、日本の水はおいしい

と思います。 ドイツの水は硬質であり、飲んだ時にの

どに引っかかるような感じでした。日本で水道の蛇口

をひねると､軟らかくおいしい水が飲めます。改めて、

日本は恵まれていると感じました。

ドイツに訪れて、実際に自分で見たり間いたりする

ことにより本当によい勉

ドイツで研修は、五感（視・聴・嗅・味・触覚）の

すべてを総動員させて感じ取るように努力しました。

まず、景色が日本と全く違いました。街の景色は非

常にきれいで、日本とは違い、統一感がありました。

また、ドイツ料理の香りは経験したことのない香りで、

味は日本より濃く感じました。普段の日本食と違って

慣れない料理ばかりでしたが、ケーキや本場のソー

セージは、とても美味しかったです。

企業研修では、私の学科では行わない研修を行いま

した｡コマツ･ハノマーグ社では､板金実習を行い､フォ

ルクスワーゲンアカデミーでは、溶接作業、電気配線、

プラスチック成型などの実習を行いました。

ドイツの生活を通して感じたことは、 ドイツ人の積

極性です。 ドイツの学生との意見交換では、自分の意

見を主張する学生が多く、私も見習い、自分の意見を

しっかりと主張していくべきだと感じました。また、

環境問題も日本より意識が高いと感じました。スー

パーで買い物をした時に、袋を買う人は全くおらず、

マイバックを持っている人がほとんどでした。 ドイツ

強になりました。今後は、

海外派遣の成果を、いろ

いろなところで還元して

いきたいと考えてい

ます。
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学校説明をして<我た

ビューゼ先生

START!
8/25

フォルケスワーゲ

~P II一ナ視察
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日本の教盲との
違いに重き1 18日目

WolfSiUr：職業訓練校8 892
一
一
一
一

グ､ループでヂ､イスカ､ソションを繰り返し

試行錯誤を重聡ながら

先進的な製品をつくり上げていく姿には

感銘を受けました

研
修
を
終
え
て

■■■ －一

燗 岩城諒汰郎

名古屋市立工業高等学校機械科3年日本との文化の違いを体験して
岩
城
諒
汰
郎 ドイツ派遣で実際に見たことや体験したこと、お会

いした方々との交流は私の人生の中でも最も有意義な

ものとなりました。

ドイツの歴史的建造物等には感動しました。特に、

ザクセンハウゼン強制収容所では、収容者への非人道

的な行いを知りました。またベルリンの壁、プランデ

ンブルク門の史跡もドイツの負の遺産として、私の心

に残りました。

また、体験で最も印象に残っているのが、コマツ・

ハノマーグ社、フォルクスワーゲン社内の職業訓練学

校の訓練生との共同実習で

す。電気配線では、 日頃学校

プラスチック成型などにも関わらせていただき、大変

充実した実習の体験となりました。

現地校でも､一緒に授業を受けることができました。

数学や芸術の授業では、グループディスカッションを

しながら授業を進めていくスタイルで、 自分も英語、

ドイツ語を駆使して参加しました。ニュースクールで

は、小さな子供たちにノギスの製作を指導しました。

子供たちが非常に積極的に参加してくれたことが非常

に嬉しかったです。

ドイツでは、いろいろな方々とお会いすることがで

きました。特に日本大使館の八木大使、コマツ・ハノ

マーグ社の伴副社長､ヴオルフスブルク市のモアース

市長や独日協会のバローグ会長には、大変お世話にな

りました。 ドイツの海外派遣事業は、こういった方々

のおかげで、実施できたのだと思います。派遣団の一

員になれたことをとても誇りに思っています。このよ

うな経験はおそらく二度とないと思うので、今回得ら

れた知識や経験を今後様々なところで還元していきま

す。

で使用している工具とは違う

もので、使いやすく非常に作

業がしやすかったです。

溶接についても私の学校で

2種類しか行っておらず、訓

練校では5種類見せていただ

き、大変勉強になりました。

＝

I



座席や会見場などで

記念撮影をたくさんしました

毎日のように

朝食で食べた

パンとチーズW@LF56URG
一一－

8日目

一一 了６，

忠 ユースホステルの

中庭にブランコ

研
修
を
終
え

スタジアムのマーク ヒストリーコミュニケーション

センターエ場の

建物にあったマーク

シコ

冊
服
部
翔
真

－－ －一

服部翔真

名古屋市立工業高等学校機械科3年尊敬する人

私はドイツ海外派遣を終えて、物事の考え方が大き

く変わりました。それはコマツハノマーグ社の伴副社

長のお話を聞いたからです。

伴副社長のお話で、 「物事はまず『なぜやるのか」

ということから考える」と聞いた時、最初はよくわか

りませんでした。しかし、 「『なぜ』ということから考

えることによって、その物事の必要性や重要性に気づ

かされる」と聞き、とても共感しました。私は今まで、

様々なことに｢なぜこんなことをやる必要があるのか」

と面倒に思うことはあっても、 「なぜやらなければな

らないのかと」考えることができなかったので、非常

に新鮮な気持ちで聞き入ってしまいました。今では何

事も「なぜやるのか」と最初に考えるよう心掛けてい

ます。私の考え方を根本から変えた伴副社長との懇談

会は、貴重な体験となりました。

フォルクスワーゲンアカデミーでは、ヨ||練生の技術

力の高さに驚かされ、良い刺激をもらいました。工業

高校生として、また、これから社会に出て働く者とし

て、私も努力していかなければならないと実感しまし

た。これからの人生で、

ドイツでの経験をもとに

自分を見つめなおし、将

来、伴副社長のような志

を持ち、世界で活躍

する社会人になるよ

うに、日々精進して

いきます。

’
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工ngenleur～世界で働くために～
●

安藤翔太名古屋市立工業高等学校情報技術科3年

コマツ・ハノマーグ社では、伴畠|｣社長と直接お話を

させて頂き、良い技術者であるためにどうしたらいい

のか、社員から信頼してもらい、動かすためにはどう

すればいいか等を伺いました。伴副社長は、 「技術者と

して常に先を見ながらも、現在を見て自分たちには何

が足りないのかを常に考えていくこと」 「社員を動かす

ためには、コミュニケーションをとり、どうしてほし

いかを考え、相手に自分の意

また、 ヨ| |練生に、どうしてコマツ・ハノマーグ社で

訓練しているのか尋ねたところ、 「自分が学びたい技術

がここにあったから」と回答されました。 ドイツの将

来を支える技術者になるという思いが、私にひしひし

と伝わってきました。私もその気持ちに感化され、彼

らに負けない技術を身につけて、世界で通用する技術

者になりたいと考えました。

私は現在、 3Dモデル作成の学習をしています。卒業

後はその分野で就業し、技術・技能を身に着けた後は、

母校に戻り技術者の育成に力を注ごうと考えています。

そのためにも、今回の海外派遣の経験を生かして、斬

新な発想力をもって日本の産業の発展に大きく貢献し

ていくために、貫欲に技術・技能の習得に取り組んで

いきます。

2

癖

｜ ・
色

見を言うこと」また、 「相手の

言うこともしっかりと聞いて

あげること」とおっしゃいま

した。この言葉に私は、非常

に感化され、伴副社長のよう

な素晴らしい人になりたいと

思いました。

研
修
を
鮭

ド
W 匠 一曲

安
藤

翔
太

配コード、

PUC

START!
8/26

正三≦
素材を礎形させる石刑香

?－
9日目

レケ入ワーゲン社フォI

TT 尚
守Te、

職業訓§f前研修
研修では工具類を

たくさん使用しました

訓練所の研修生
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協力共栄～明るい未来を目指して～
内木朝子名古屋市立工業高等学校情報技術科3年

１
１

ドイツの歴史については、ザクセンハウゼン強制収

容所を始め、ベルリンの壁やプランデンブルク門など

を視察しました。 ドイツ人だけではなく、私たちも忘

れてはならない負の歴史と向き合えた気がしました。

コマツ･ハノマーグ社では、板金の実習を行いました。

私の学科では行わない実習で、とても興味をもって取

り組むことができました。 1枚の平板がだんだんと形に

なっていくことに非常に充実感がありました。訓練生

も、間き取りやすくゆっくりと、身振り手振りを交え

て話しかけてくれました。

フオルクスワーゲン社での3日間の工場見学や実習

も、非常に有意義なものでした。訓練生は、私たち同

年代にもかかわらず、非常にレベルの高い作品を制作

していました。ヨ||練生との実習は、見るものから体験

するものすべてが珍しく、中でも私が－番印象に残っ

た実習は溶接実習でした。フォルクスワーゲン社での

見学、実習は一生忘れることができない非常に良い経

験になりました。

バウハウス資料館や技術博物館では、 ドイツのデザイ

ン、技術の歴史も学びました。NeueSchuleWolfsburg

では、現地の学生と交流させていただきました。私た

ちと比べ関心や意欲が高く、 日本人との考え方の違い

がよく分かり、見習わなくてはいけないところが多く

ありました。

短い時間でしたが、 ドイツの家庭にも訪問させてい

ただきました。英語やドイツ語がうまく使えませんで

したが、－生懸命に自分の気持ちや言いたいことを伝

える姿勢をしっかり見せ
●

’
’
０
１
０
１
１
８
８
口
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｐ

れば、言語は違っても伝

えたいことはしっかり伝

えることができるという

ことが分かりました。

このような、 ドイツ派

遣を実現してくれた方々

に感謝するとともに、こ

の派遣で得たものを、様々

なところでしっかりと還

元していきます。

鱈

１
１
１

上
司一

研
修
を
終
え
て

岨

内
木

朝

おとぎ､話に出てくるような

素敵なお寝に訪問

家庭紡悶

9日目

I絡了ス溶接研修

畠獺 凹巴
ﾐな力＼な力、通じず会話に苦労1

い夕'註こ．馳走になりました！研修中にみた溶接加工さ税たもの
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山田智大名古屋市立工業高等学校情報技術科3年

約三か月の事前研修を経て、十日間のドイツ派遣は、私

の人生の中で、最も素晴らしいものとなりました。 ドイツ

派遣の紹介があった時は、研修についていけるか、外国人

とのコミュニケーションがとれるか自信が持てず、参加に

は消極的でした。 しかし､このチャンスを逃さず掴み取り、

｢自分の人生を変えるきっかけにしたい」これが、私のド

イツ派遣参加に対する決意でした。

ドイツ派遣では、とても貴重な経験をさせていただきま

した。 ドイツ派遣で経験したことの全てが、初めてで、驚

くことばかりでした。研修を重ねるにつれ、積極的に行動

を起こす努力をしました。その

流をする機会をいただきました。幼いころから自分の将来

のことを考えていて、現地の学生は外見だけでなく中身も

私たちよりも大人に感じました。彼らを見て、自分がいか

に甘い考え方で生活をしていたかを実感しました。自分が

世界で働くためには、自分の考えを持ちながら、時には、

柔軟な考えを持ち、いろいろな技術を貫欲に学ぶことだと

確信しました。

ドイツでは「発言しないとその場にはいないものとみな

される」ことを知り、質疑応答の場面や意見を述べる場面

で積極的に発言をしました。

この研修を通じて、様々な経験と教訓を得ました。そし

て、この研修は確かに自分の人生を変える良いきっかけに

なりました｡積極的に行動を起こす事だけでなく､小さかっ

た自分の価値観、世界観がとても広がりました。私が日本

ではあたりまえだと考えていたことが、海外では違うとい

うことも知りました。この経験によって、さらに海外で活

躍したいという決意がさらに固まりました。進学してもこ

の経験を忘れず、積極的に行動し、様々な技術や知識を負

欲に吸収していきます。
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結果がフォルクスワーゲン社で

の最後の挨拶スピーチです。 「こ

んなに素晴らしいスピーチはな

かなか聞けない」と言われた時、

私はしっかりと結果を残すこと

ができたと思いました。
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私はこのドイツ派遣で様々なものを得たと共に、将

来の夢をつかみました。

私は前に出るタイプではなく、消極的なタイプです。

このドイツ派遣に応募した動機は、消極的な性格を変

えられると考えたからです。 ドイツ語の先生から「外

国では自分の意見を言わないとその場にいないと同じ」

と聞いた時には少し落ち込んでしまいました。しかし、

海外派遣での様々な経験から、どんな時にも積極的に

質問や意見をすることができるようになりました。自

分から積極的に発言する気持ち良さ、少し気づくのが

遅かったかもしれませんが、とても大きなものを海外

モアもあり私の理想とする方でした。今回のフオルク

スワーゲン社での多くの体験はバローグさんのおかげ

で実現できたという話を聞いて、私はとても強い憧れ

を抱き、バローグさんの様な存在になり、世界で活躍

しようという夢を持ちました。

バローグさんとのお別れの際に、 「私もバローグさん

のようになりたい」と告げたら、 「あなたならなれる

よ！ 」とおっしゃってくださいました。この言葉を忘

れずに私は絶対にこの夢を実現させようと心に決めま

した。

今まで夢を持たずに生

派遣で得ることができたと思います。

ドイツ派遣で見つけた夢は外国で活躍して、世界と

日本との懸け橋になる、というスケールの大きな夢で

す。この夢を与えてくださった方は、 ドイツで大変お

世話になった、独日協会会長のバローグークラウス輝

子さんです。私は事前研修で、バローグさんのことを

調べました。日本人ですごい方がいらっしゃるのだと

感心していましたが、実際にお会いすると、更に素晴

らしい方だと感じました。振る舞いがとても上品であ

り、芯がしっかりとして堂々としているのですが、ユー

活してきた私が、このよ

うな夢を持てたことに自

分でも驚いています。私

がこのように変われたの

は、全てドイツ派遣のお

かげです。ぜひ、この経

験を将来に役立てるとと

もに、社会にも貢献でき

るように頑張ります。
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内田裕二 Yuji UCHIDA

名古屋市立工業高等学校

Technische l 16hereSchule

ドイツの生活習慣、文化、歴史に対する考え、

経済情勢､産業を支えるシステムの役割､労働など、

どれもが日本の発想とは違っていました。今回の

研修を通じて、 ドイツと日本の良い面が理解でき

ました。

日本の常識が通じない国でも、工夫や行動力に

よって道は開けること教えられました。また、 日

本の方々の現地での活躍に接し、団員たちは心を

揺さぶられ、自身の生き方を再発見する機会になっ

たようです。

私たちは、 ドイツ研修に向け「Neugierig知る

ことに貧欲であれ」～未知の世界へ飛び込め！

未来のスペシャリスト～をテーマにそれぞれの研

修に取り組みました。この研修は、団員がこのテー

マのように異国の地に行き、負欲に行動すること

で自分たちの未来を切り開いていく自信を持つこ

とを学びました。今後は、国際社会で自らが中心

となり、 日本の産業発展のためにこの経験を生か

し活躍できる人間になってほしいと期待をしてい

ます。そして、 この研修がさらに発展を続けてド

イツとの交流が益々盛んになり、両国の技術・技

能の交流と発展につながっていくことを期待して

います。
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